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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）

―
―
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
「
紙
上
作
品
展
覧
会
」
に
お
け
る
位
相
と
展
開
（
一
二
）
―
―

熊

木

哲

前
稿
∧
「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
一
）
∨
（「
大
妻

女
子
大
学
紀
要
・
文
系
」
第
三
十
八
号
、
平
成
十
八
年
〔
二
○
○
六
〕
三
月
）
で

は
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
「
紙
上
作
品
展
覧
会
」
に
お
け
る
位
相
と
展
開
に
関

し
て
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
の
第
三
四
半
期
（
七
月
〜
九
月
）
を
検
討
し

て
き
た
。

以
下
、「
前
稿
」
に
よ
り
、
第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に

概
括
し
て
お
く
。

昭
和
十
五
年
第
三
四
半
期
の
検
討
対
象
は
、
七
月
二
日
（
火
・
第
一
一
七
六
号
）

か
ら
九
月
二
十
九
日
（
日
・
第
一
二
五
三
号
）
ま
で
の
、
休
刊
日
を
除
い
た
七
八

日
分
。
直
前
期
、
第
二
四
半
期
と
同
じ
日
数
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
掲
載
状
態
は
、

毎
週
月
曜
日
が
休
刊
日
で
あ
り
、
変
更
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
火
曜
日
か

ら
日
曜
日
ま
で
、「
綴
方
」「
詩
」「
短
歌
」「
俳
句
」「
書
方
」「
図
画
」
の
総
て
か
、

或
い
は
、
そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
っ
た
。

第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
綴
方
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
八
二
作
品
。
前
年

の
昭
和
十
四
年
第
一
四
半
期
は
七
〇
、
第
二
四
半
期
が
六
三
、
第
三
四
半
期
が
七

八
、
第
四
四
半
期
が
六
五
で
あ
り
、
十
五
年
第
一
四
半
期
が
六
二
、
第
二
四
半
期

が
七
七
作
品
。
従
っ
て
、
こ
の
第
三
四
半
期
が
、
前
年
度
も
含
め
て
最
多
の
掲
載

数
と
な
っ
た
。
掲
載
さ
れ
た
八
二
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は
「
戦

時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
一
一
作
品
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
で
は
七
○
作
品
中
八
、
第
二
四
半
期
で
は
六
三

作
品
中
一
四
、
第
三
四
半
期
で
は
七
八
作
品
中
八
、
第
四
四
半
期
で
は
六
五
作
品

中
一
四
、
十
五
年
第
一
四
半
期
で
は
六
二
作
品
中
一
三
、
第
二
四
半
期
で
は
七
七

作
品
中
一
四
作
品
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
十
五
年
第
一
、
第
二
四
半
期
と
比
較

し
た
場
合
、
そ
の
比
率
は
低
く
な
っ
た
。

一
一
作
品
に
は
、
投
稿
児
童
の
身
内
に
、
出
征
し
た
り
戦
死
し
た
も
の
が
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
隣
の
「
お
兄
さ
ん
」
は
出
征
し
、「
英
ち
や
ん
の
お
父
さ
ん
」
は

戦
死
し
て
い
た
。
児
童
に
は
、
学
校
に
農
家
に
と
「
勤
労
奉
仕
」
が
要
請
さ
れ
た
。

出
征
に
よ
る
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
だ
っ
た
。

こ
の
第
三
四
半
期
の
作
品
に
は
、
昭
和
十
五
年
第
一
、
第
二
四
半
期
同
様
、
児

童
の
日
常
生
活
で
の
出
来
事
を
内
容
と
す
る
作
品
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
一
一
作
品

は
、
い
わ
ゆ
る
銃
後
に
あ
っ
て
、
児
童
の
日
常
生
活
が
様
々
な
位
相
に
お
け
る
戦

時
下
の
下
に
置
か
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た
。

「
詩
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
八
八
作
品
。
前
年
の
十
四
年
度
で
は
、
第
一
四
半
期

九
五
、
第
二
四
半
期
九
〇
、
第
三
四
半
期
八
〇
、
第
四
四
半
期
が
七
六
で
あ
り
、

十
五
年
第
一
四
半
期
八
四
、
第
二
四
半
期
が
七
五
作
品
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
十

四
年
第
一
四
半
期
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
同
年
第
二
四
半
期
に
つ
ぐ
掲
載
数
で

あ
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
八
八
作
品
の
う
ち
、
内
容
に
時
局
或
は
「
戦
時
下
」
色
が
見
え
る
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の
は
六
作
品
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
は
九
五
作
品
中
一
五
、
第
二
四
半
期
は
九
○
作

品
中
四
、
第
三
四
半
期
は
八
○
作
品
中
五
、
第
四
四
半
期
は
七
六
作
品
中
一
一
、

十
五
年
第
一
四
半
期
で
は
八
四
作
品
中
一
○
、
第
二
四
半
期
は
七
五
作
品
中
五
作

品
で
あ
っ
た
。
直
前
の
第
二
四
半
期
と
同
率
の
掲
載
率
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
六
作
品
に
は
、「
慰
問
袋
」
や
「
演
習
」「
白
衣
の
勇
士
」
な
ど
が
見
え
、

「
戦
時
下
」
が
投
稿
児
童
の
日
常
生
活
に
入
り
込
ん
で
い
た
。
戦
傷
兵
士
の
出
迎
え

は
、
児
童
と
戦
場
と
を
直
結
す
る
「
戦
時
下
」
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
は
八
八
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
き
た
第
一
、
第
二
四
半
期
同
様
、
児
童
の
日
常
生
活
に
お
け
る
身
の
回
り

の
出
来
事
な
ど
を
内
容
と
す
る
作
品
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
か
っ
た
。

「
短
歌
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
八
一
首
。
前
年
の
十
四
年
度
で
は
、
第
一
四
半
期

三
九
、
第
二
四
半
期
四
〇
、
第
三
四
半
期
二
九
、
第
四
四
半
期
が
二
一
で
あ
り
、

十
五
年
第
一
四
半
期
が
六
○
、
第
二
四
半
期
が
三
○
首
。
直
前
期
の
第
二
四
半
期

は
も
と
よ
り
、
十
四
年
度
も
含
め
て
、
最
も
多
い
掲
載
数
と
な
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
八
一
首
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
を

含
む
も
の
は
、
一
六
首
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
で
は
三
九
首
中
一
〇
、
第
二
四
半
期
で
は
四
○

首
中
一
二
、
第
三
四
半
期
で
は
二
九
首
中
八
、
第
四
四
半
期
で
は
二
一
首
中
六
、

十
五
年
第
一
四
半
期
で
は
六
○
首
中
二
三
、
第
二
四
半
期
で
は
三
○
首
中
三
首
。

従
っ
て
、
直
前
の
第
二
四
半
期
と
比
べ
る
と
、
掲
載
数
で
大
幅
増
と
な
っ
た
が
、

第
一
四
半
期
と
の
比
較
で
は
半
減
し
、
約
一
六
％
と
な
っ
て
い
た
。

時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
現
れ
た
「
短
歌
」
一
六
首
に
は
、「
兵
隊
さ
ん
」

に
関
す
る
作
品
が
八
首
と
半
分
に
及
び
、
そ
の
八
首
に
お
い
て
、
身
内
が
「
兵
隊

さ
ん
」
で
あ
っ
た
の
は
五
首
五
人
で
あ
っ
た
。

直
前
期
の
第
二
四
半
期
、「
短
歌
」
作
品
に
は
肉
親
の
出
征
風
景
は
な
く
、
比
較

的
平
穏
な
作
品
展
開
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
第
三
四
半
期
で
は
、
戦
場
は
投
稿

児
童
の
身
辺
に
迫
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
十
五
年
第
一
四
半
期
の
「
短
歌
」
に
は
、
兄
の
出
征
を
内
容
と
す

る
作
品
が
三
首
見
ら
れ
て
お
り
、
第
二
四
半
期
で
の
掲
載
が
な
か
っ
た
こ
と
の
方

が
特
筆
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
兄
や
父
や
叔
父
が
「
兵
隊
さ
ん
」
に
な
る
、「
兵
隊

さ
ん
」
で
あ
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
児
童
に
と
っ
て
日
常
的
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
は
八
一
作
品
で
あ
り
、

「
詩
」
作
品
同
様
、
そ
れ
ら
に
は
児
童
の
日
常
生
活
に
お
け
る
身
辺
で
の
出
来
事
な

ど
を
内
容
と
す
る
作
品
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

「
俳
句
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
一
三
七
句
。
前
年
の
十
四
年
度
で
は
、
第
一
四
半

期
八
八
、
第
二
四
半
期
九
四
、
第
三
四
半
期
七
一
、
第
四
四
半
期
七
三
で
あ
り
、

十
五
年
第
一
四
半
期
が
九
八
、
第
二
四
半
期
が
九
八
句
。
直
前
期
は
も
と
よ
り
十

四
、
五
年
の
第
三
四
半
期
ま
で
最
多
数
の
掲
載
と
な
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
一
三
七
句
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
が

現
れ
て
い
る
の
は
、
一
四
句
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
は
八
八
句
の
う
ち
一
一
、
第
二
四
半
期
は
九
四

句
の
う
ち
七
、
第
三
四
半
期
は
七
一
句
の
う
ち
六
、
第
四
四
半
期
は
七
三
句
の
う

ち
九
、
十
五
年
第
一
四
半
期
は
九
八
句
の
う
ち
一
九
、
第
二
四
半
期
は
同
じ
く
九

八
句
の
う
ち
一
五
句
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
十
五
年
第
一
、
第
二
四
半
期
に
比
べ

て
、
掲
載
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」

色
の
見
ら
れ
る
作
品
は
、
わ
ず
か
一
句
で
あ
る
が
減
少
し
、
掲
載
率
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
う
ち
、
飛
行
機
に
関
す
る
も
の
が
三
作
品
、「
勤
労
奉
仕
」
に
関
す
る
も
の

が
二
作
品
。
児
童
に
と
っ
て
「
勤
労
奉
仕
」
は
、
働
き
手
が
出
征
し
た
銃
後
に
あ
っ

て
、
そ
の
労
働
力
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

入
営
、
出
征
、
遺
骨
と
「
兵
隊
さ
ん
」
に
関
す
る
も
の
が
、
六
作
品
。「
秋
晴
れ
」

の
青
空
の
下
、「
赤
い
襷
」
を
か
け
て
入
営
し
、「
兵
隊
さ
ん
」
に
な
る
と
、「
支
那
」

に
「
南
京
」
に
と
出
征
し
て
い
く
。
出
征
し
た
「
兵
隊
さ
ん
」
の
消
息
を
「
内
地
」

の
家
族
は
待
ち
侘
び
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
児
童
た
ち
に
「
遺
骨
迎
へ
」
さ
れ
る
「
兵
隊
さ
ん
」
も
少
な
か
ら
ず
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い
た
の
も
事
実
。
こ
う
し
た
一
連
の
「
兵
隊
さ
ん
」
の
事
情
が
作
品
か
ら
辿
ら
れ

る
。こ

の
第
三
四
半
期
は
、
一
三
七
作
品
と
多
く
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
時
局

柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
み
え
る
作
品
は
、
一
四
作
品
で
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
を
纏
わ
な
い
、
児
童
の
日
常
生
活
に
取
材
し
た

作
品
の
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
っ
た
。

「
書
方
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
一
九
二
作
品
。
前
年
、
昭
和
十
四
年
第
一
四
半
期

が
二
一
二
、
第
二
四
半
期
二
二
一
、
第
三
四
半
期
三
〇
〇
、
第
四
四
半
期
三
六
○
、

十
五
年
第
一
四
半
期
が
二
七
七
、
第
二
四
半
期
が
一
六
九
点
で
あ
っ
た
。
十
四
年

第
四
四
半
期
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
こ
の
十
五
年
第
三
四
半
期
は
、
第
二
四
半
期

に
つ
い
で
少
な
い
掲
載
で
あ
っ
た
。

一
九
二
作
品
に
見
ら
れ
た
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
を
反
映
し
た
と
考
え
ら

れ
る
字
句
は
、「
健
康
報
國
」（
六
点
）、「
興
亞
の
日
本
輝
く
健
康
」（
四
点
）、「
聖

戰
へ
民
一
億
の
體
當
り
」（
二
点
）、「
國
家
總
力
戰
」（
一
点
）、「
忠
誠
尊
皇
室
」

（
一
点
）、「
も
ら
す
な
光
」（
一
点
）
の
、
六
種
の
字
句
、
一
五
点
で
あ
っ
た
。

直
前
の
第
二
四
半
期
は
、
七
種
の
字
句
、
一
○
点
で
あ
り
、
第
三
四
半
期
で
は
、

字
句
の
種
類
は
減
少
し
た
も
の
の
、
作
品
点
数
で
は
増
加
し
た
。

「
図
画
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
六
四
点
。
昭
和
十
四
年
第
一
四
半
期
が
八
二
、
第

二
四
半
期
六
九
、
第
三
四
半
期
一
〇
〇
、
第
四
四
半
期
二
七
、
十
五
年
第
一
四
半

期
は
八
一
、
第
二
四
半
期
は
五
五
点
で
あ
っ
た
。
直
前
期
よ
り
増
加
し
た
も
の
の
、

前
年
同
時
期
の
一
○
○
点
と
比
較
す
る
と
そ
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。

掲
載
さ
れ
た
六
四
点
の
作
品
に
お
い
て
絵
柄
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
を
思

わ
せ
る
も
の
は
、
富
士
山
を
背
景
に
日
の
丸
の
旗
の
前
で
万
歳
を
す
る
人
物
を
描

い
た
作
品
一
点
の
み
で
あ
る
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
に
は
八
二
点
中
六
、
第
二
四
半
期
に
は
六
九
点

中
五
、
第
三
四
半
期
に
は
一
○
○
点
中
四
、
第
四
四
半
期
に
は
二
七
点
中
○
、
十

五
年
第
一
四
半
期
八
一
点
中
六
、
第
二
四
半
期
は
五
五
点
中
二
点
で
あ
っ
た
。
も

と
も
と
、「
図
画
」
に
あ
っ
て
は
、
絵
柄
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
を
思
わ
せ
る

も
の
は
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
第
三
四
半
期
も
そ
の
傾
向
に
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
昭
和
十
五
年
第
四
四
半
期
（
十
月
〜
十
二
月
）
を
検
討
す

る
。
引
用
に
際
し
て
は
、「
書
方
」
を
除
き
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
な
お
、

「
前
稿
」
同
様
、
在
籍
校
名
は
掲
載
の
記
載
に
よ
り
、
在
学
年
次
の
う
ち
「
高
一
」

「
高
二
」
は
高
等
科
一
年
、
二
年
を
示
す
。
ま
た
、
投
稿
者
氏
名
は
省
略
し
、
性
別

を
記
す
に
と
ど
め
た
こ
と
も
前
稿
同
様
。

一

昭
和
十
五
年
第
四
四
半
期
の
展
開

第
四
四
半
期
、
十
、
十
一
、
十
二
月
を
併
せ
て
検
討
す
る
が
、「
欄
」
が
設
定
さ

れ
る
日
曜
日
は
、
第
四
四
半
期
で
は
、
十
月
六
日
か
ら
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
の

十
三
回
。
こ
の
う
ち
「
欄
」
の
設
定
は
、
十
月
二
十
七
日
、
十
一
月
二
十
四
日
の

二
回
。「
欄
」
の
見
出
し
は
、
十
月
二
十
七
日
が
「
紙
上
作
品
展
覧
会
」、
十
一
月

二
十
四
日
が
「
紙
上
作
品
展
」。「
欄
」
の
紙
面
構
成
は
、
第
六
面
全
面
掲
載
。

直
前
期
、
十
五
年
第
三
四
半
期
は
三
回
で
あ
っ
た
か
ら
、
減
少
し
た
こ
と
に
な

る
。以

下
で
は
、
前
稿
同
様
、「
欄
」
及
び
「
欄
」
が
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
日
曜
日
に

加
え
、
平
日
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
別
の
掲
載
事
情
を
確
認
し
て
お
く
。

昭
和
十
五
年
第
四
四
半
期
の
検
討
対
象
は
、
十
月
一
日
（
火
・
第
一
二
五
四
号
）

か
ら
十
二
月
三
十
日
（
月
・
第
一
三
三
二
号
）
ま
で
の
、
休
刊
日
を
除
い
た
七
九

日
分
で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
蔵
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
十
一
月
三
十
日
（
土
、

第
一
三
○
六
号
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
「
欠
」
で
あ
り
、
検
討
対
象
は
七
八

日
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
掲
載
状
態
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
週
月
曜
日
が
休
刊
日
で
あ
っ
た
が
、

十
月
十
四
日
の
月
曜
日
は
刊
行
し
、
十
八
日
金
曜
日
が
休
刊
し
た
。
年
末
は
、
十

二
月
三
十
日
月
曜
日
を
刊
行
し
、
三
十
一
日
火
曜
日
を
休
刊
し
た
。

ま
た
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
、「
綴
方
」「
詩
」「
短
歌
」「
俳
句
」「
書
方
」

―７５―（ ）７５

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



「
図
画
」
の
総
て
か
、
或
い
は
、
そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
で
あ
る
。

「
綴
方
」
の
掲
載
数
は
九
二
作
品
。
昭
和
十
五
年
は
、
第
一
四
半
期
が
六
二
、
第

二
四
半
期
が
七
七
、
第
三
四
半
期
が
八
二
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
増
加
し
、
十
五

年
度
で
は
最
多
の
掲
載
数
と
な
っ
た
。

「
詩
」
の
掲
載
数
は
一
○
一
作
品
。
同
様
に
、
第
一
四
半
期
が
八
四
、
第
二
四
半

期
が
七
五
、
第
三
四
半
期
が
八
八
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
直
前
期
に
比
べ
て
大
幅

な
増
加
と
な
り
、
こ
れ
も
十
五
年
度
で
一
番
掲
載
数
が
多
く
な
っ
た
。

「
短
歌
」
の
掲
載
数
は
一
五
二
作
品
。
同
様
に
、
第
一
四
半
期
が
六
○
、
第
二
四

半
期
が
三
○
、
第
三
四
半
期
が
八
一
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
ほ
ぼ
倍
増
の
大
幅
増

加
に
な
り
、
こ
れ
も
十
五
年
度
で
最
多
の
掲
載
数
で
あ
っ
た
。

「
俳
句
」
の
掲
載
数
は
二
二
三
作
品
。
同
様
に
、
第
一
四
半
期
と
第
二
四
半
期
が

同
数
の
九
八
、
第
三
四
半
期
が
一
三
七
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
三
四
半
期
に
比

べ
て
約
六
割
増
と
、
こ
れ
も
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

十
五
年
度
で
最
多
の
掲
載
数
で
あ
っ
た
。

「
書
方
」
の
掲
載
数
は
二
七
九
作
品
。
同
様
に
、
第
一
四
半
期
が
二
七
七
、
第
二

四
半
期
が
一
六
九
、
第
三
四
半
期
が
一
九
二
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
一
四
半
期

よ
り
も
二
作
品
多
い
だ
け
で
あ
る
が
、
十
五
年
度
中
で
最
多
の
掲
載
数
と
な
っ
た
。

「
図
画
」
の
掲
載
数
は
七
九
作
品
。
同
様
に
、
第
一
四
半
期
が
八
一
、
第
二
四
半

期
が
五
五
、
第
三
四
半
期
が
六
四
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
二
、
第
三
四
半
期
よ

り
多
か
っ
た
も
の
の
、
第
一
四
半
期
に
は
わ
ず
か
に
及
ば
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
直
前
期
十
五
年
第
三
四
半
期
に
比
べ
る
と
、「
綴
方
」
を
は
じ

め
総
て
の
ジ
ャ
ン
ル
で
掲
載
数
は
増
加
し
、
十
五
年
度
に
お
い
て
も
、「
図
画
」
は

わ
ず
か
に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
多
の
掲
載
数
と
な
っ
た
。

二

昭
和
十
五
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る
「
綴
方
」

「
綴
方
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
九
二
作
品
。
前
年
の
昭
和
十
四
年
第
一
四
半
期
は

七
〇
、
第
二
四
半
期
が
六
三
、
第
三
四
半
期
が
七
八
、
第
四
四
半
期
が
六
五
で
あ

り
、
十
五
年
第
一
四
半
期
が
六
二
、
第
二
四
半
期
が
七
七
、
第
三
四
半
期
が
八
二

作
品
。
従
っ
て
、
こ
の
第
四
四
半
期
が
、
前
年
度
も
含
め
て
最
多
の
掲
載
数
と
な
っ

た
。掲

載
さ
れ
た
九
二
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の

見
え
る
の
は
次
の
二
三
作
品
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
で
は
七
○
作
品
中
八
（
約
一
一
％
）、
第
二
四
半

期
で
は
六
三
作
品
中
一
四
（
約
二
二
％
）、
第
三
四
半
期
で
は
七
八
作
品
中
八
（
約

一
○
％
）、
第
四
四
半
期
で
は
六
五
作
品
中
一
四
（
約
二
一
％
）、
十
五
年
第
一
四

半
期
で
は
六
二
作
品
中
一
三
（
約
二
一
％
）、
第
二
四
半
期
で
は
七
七
作
品
中
一
四

（
約
一
八
％
）、
第
三
四
半
期
で
は
八
二
作
品
中
一
一
作
品
（
約
一
三
％
）
で
あ
っ

た
。
第
四
四
半
期
は
九
二
作
品
中
二
三
作
品
（
二
五
％
）
で
あ
り
、
掲
載
数
で
も

最
多
で
あ
っ
た
が
、
掲
載
作
品
中
に
占
め
る
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
も
二
年

間
で
最
も
多
い
掲
載
と
な
っ
た
。

「
東
京
の
家
」

（
福
島
県
四
倉
校
四
年
女
子
、
十
月
一
日
・
火
、
第
一
二
五
四
号
）

「
草
刈
り
」（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
腰
越
校
五
年
男
子
、
十
月
二
日
・
水
、
第
一
二
五
五
号
）

「
節
米
」

（
福
島
県
三
春
校
五
年
男
子
、
十
月
十
日
・
木
、
第
一
二
六
二
号
）

「
桐
の
木
」
（
群
馬
県
桐
生
市
昭
和
校
四
年
男
子
、
十
月
十
一
日
・
金
、
第
一
二
六
三
号
）

「
夜
の
飛
行
機
」

（
茨
城
県
若
松
東
校
五
年
女
子
、
同
前
）

「
小
犬
の
け
が
」
（
群
馬
県
尾
島
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
三
日
・
水
、
第
一
二
七
三
号
）

「
バ
ウ
ク
ウ
エ
ン
シ
フ
」

（
岩
手
県
涌
津
校
二
年
男
子
、
十
月
二
十
七
日
・
日
、
第
一
二
七
七
号
）

「
防
空
演
習
」
（
静
岡
県
長
泉
校
四
年
男
子
、
十
月
三
十
一
日
・
木
、
第
一
二
八
○
号
）

「
雲
」

（
千
葉
県
野
田
校
四
年
男
子
、
十
一
月
七
日
・
木
、
第
一
二
八
六
号
）

「
勤
労
奉
仕
」
（
山
梨
県
増
穂
校
高
一
男
子
、
十
一
月
十
五
日
・
金
、
第
一
二
九
三
号
）

「
弟
」

（
岩
手
県
草
木
校
六
年
女
子
、
十
一
月
二
十
一
日
・
木
、
第
一
二
九
八
号
）

「
代
用
品
」
（
山
梨
県
駒
城
校
五
年
男
子
、
十
一
月
二
十
二
日
・
金
、
第
一
二
九
九
号
）

「
貯
金
箱
」
（
青
森
県
易
国
間
校
二
年
男
子
、
十
一
月
二
十
四
日
・
日
、
第
一
三
○
一
号
）

「
兵
隊
さ
ん
と
帽
子
」

（ ）７６―７６―



（
東
京
市
荒
川
区
第
二
荒
川
校
高
二
女
子
、
十
一
月
二
十
六
日
・
火
、
第
一
三
○
二
号
）

「
道
路
愛
護
」
（
山
梨
県
駒
城
校
高
二
女
子
、
十
一
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
三
○
三
号
）

「
配
給
ぐ
つ
」

（
茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
十
一
月
二
十
八
日
・
木
、
第
一
三
○
四
号
）

「
廊
下
掃
除
」
（
北
海
道
双
葉
校
四
年
女
子
、
十
一
月
二
十
九
日
・
金
、
第
一
三
○
五
号
）

「
防
空
演
習
」

（
茨
城
県
村
田
校
五
年
女
子
、
十
二
月
四
日
・
水
、
第
一
三
○
九
号
）

「
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
」

（
秋
田
県
米
内
沢
校
六
年
男
子
、
十
二
月
六
日
・
金
、
第
一
三
一
一
号
）

「
お
宮
の
さ
う
ぢ
」

（
神
奈
川
県
高
峰
校
四
年
女
子
、
十
二
月
七
日
・
土
、
第
一
三
一
二
号
）

「
へ
い
た
い
さ
ん
の
こ
と
」

（
東
京
市
四
谷
第
五
校
＊
男
子
、
十
二
月
十
日
・
火
、
第
一
三
一
四
号
）

「
銃
後
」

（
千
葉
県
野
田
校
四
年
男
子
、
十
二
月
十
五
日
・
日
、
第
一
三
一
九
号
）

「
全
校
作
業
」

（
東
京
市
杉
並
区
桃
井
第
三
校
四
年
女
子
、
十
二
月
二
十
八
日
・
土
、
第
一
三
三
○
号
）

「
東
京
の
家
」（
福
島
県
四
倉
校
四
年
女
子
、
十
月
一
日
）
は
、
福
島
県
の
少
女

が
、
夏
休
み
に
東
京
の
隅
田
川
沿
い
に
建
つ
叔
母
の
家
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
が

内
容
。

窓
か
ら
す
ぐ
見
え
る
隅
田
川
に
は
、
何
の
船
だ
か
、
し
き
り
に
行
つ
た
り

来
た
り
し
て
居
る
。
一
艘
、
二
艘
、
し
ま
ひ
に
数
へ
切
れ
な
く
な
る
。
ポ
ン

ポ
ン
蒸
気
船
も
行
く
。
潮
干
狩
の
船
だ
ら
う
。
人
が
一
ぱ
い
乗
つ
て
行
く
。

時
に
は
帆
か
け
船
も
行
く
。

船
に
竃
や
、
水
や
、
色
色
つ
け
て
、
船
上
で
生
活
し
て
居
る
人
達
も
見
ら

れ
る
。
兵
隊
さ
ん
も
行
く
。
狭
い
前
通
り
は
人
で
一
ぱ
い
だ
。

少
女
の
目
に
映
っ
た
も
の
は
、
隅
田
川
を
行
き
来
す
る
船
。
潮
干
狩
り
に
行
く

と
少
女
は
思
っ
た
の
か
、
沢
山
人
の
乗
っ
た
船
が
下
っ
て
行
っ
た
。
水
上
生
活
を

し
て
い
る
船
も
見
え
た
。
こ
れ
ま
で
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
少
女
の
視
野
を
、「
兵
隊
さ
ん
」
が
横
切
っ
て
い
く
。
潮
干
狩
り
や
水
上

生
活
の
日
常
の
中
に
、
忽
然
と
「
兵
隊
さ
ん
」
が
登
場
す
る
時
代
に
少
女
は
身
を

置
い
て
い
た
。

「
草
刈
り
」（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
腰
越
校
五
年
男
子
、
十
月
二
日
）
も
、
夏
休
み

の
思
い
出
。

夏
休
み
中
に
別
に
こ
れ
と
い
ふ
思
出
も
な
い
が
、
只
一
つ
の
思
出
は
馬
の

草
刈
り
出
で
あ
つ
た
。
国
防
婦
人
会
で
「
戦
地
に
送
る
馬
の
草
を
刈
る
の
だ

か
ら
、
一
軒
に
対
し
て
干
上
げ
て
二
貫
匁
づ
つ
刈
る
や
う
に
。」
と
い
ふ
通
知

が
あ
つ
た
。

「
国
防
婦
人
会
」
は
、
昭
和
七
年
三
月
十
八
日
、
大
阪
市
港
区
市
岡
の
第
五
小
学

校
で
「
国
防
は
台
所
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
発
足
し
た
「
大
阪
国
防
婦
人
会
」

を
前
身
に
、
同
年
十
月
二
十
四
日
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
と
し
て
、
東
京
白
木

屋
ホ
ー
ル
で
発
会
、
同
年
十
一
月
に
関
東
本
部
、
十
二
月
に
関
西
本
部
が
発
足
し
、

九
年
四
月
十
日
に
総
本
部
が
発
足
し
た
。
約
四
十
人
で
始
ま
っ
た
「
国
防
婦
人
会
」

で
あ
っ
た
が
、
一
年
後
、
割
ぽ
う
着
を
「
制
服
」
と
し
た
服
装
上
の
安
心
感
と
陸

軍
省
の
て
こ
入
れ
も
あ
り
、
昭
和
八
年
五
月
の
総
会
で
は
、
分
会
数
七
一
、
会
員

数
四
万
一
七
七
二
人
と
発
表
さ
れ
、
急
速
に
拡
大
し
て
行
っ
た
。
日
中
戦
争
勃
発

後
、「
一
家
に
一
人
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
、
昭
和
十
七
年
に
大
日
本
婦
人
会
へ
統

合
さ
れ
た
と
き
に
は
、
公
称
会
員
数
一
千
万
人
と
い
わ
れ
た
（
講
談
社
『
昭
和
二

万
日
の
全
記
録
』
第
三
巻
・
平
成
元
・
九
、「
白
い
か
っ
ぽ
う
着
の
国
防
婦
人
会
誕

生
」）。
総
本
部
発
足
時
、
出
征
兵
士
の
見
送
り
な
ど
の
街
頭
活
動
を
中
心
と
す
る

団
体
か
ら
「
日
本
徳
婦
」
を
掲
げ
る
修
養
団
体
へ
と
方
向
転
換
（
同
前
）
し
た
「
国

防
婦
人
会
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、「
徳
婦
」
の
活
動
は
軍
馬
の
草
刈
り
に
ま
で
動

員
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

せ
っ
か
く
刈
り
取
っ
た
草
で
あ
っ
た
が
、
雨
が
降
り
出
し
た
。
草
を
ま
と
め
、

「
上
か
ら
も
ま
は
り
か
ら
も
ト
タ
ン
を
す
つ
か
り
か
ぶ
せ
て
始
末
を
終
つ
た
時
は
、
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み
ん
な
び
し
よ
ぬ
れ
で
あ
つ
た
」。
人
は
濡
れ
て
も
、
草
は
濡
ら
さ
ぬ
と
の
思
い
か

ら
で
あ
つ
た
が
、「
三
日
も
降
続
い
た
の
で
、
生
か
わ
き
で
あ
つ
た
草
は
、
す
つ
か

り
む
れ
て
」
カ
ビ
が
出
た
り
べ
と
べ
と
に
な
つ
て
し
ま
っ
た
。
刈
り
直
し
で
あ
る
。

苦
心
し
て
乾
し
上
つ
た
草
を
、
や
が
て
は
戦
地
で
軍
馬
が
よ
ろ
こ
ん
で
食

べ
て
く
れ
る
の
か
と
思
へ
ば
、
何
と
な
く
嬉
し
く
、
又
こ
ん
な
小
さ
な
仕
事

で
も
、
銃
後
の
国
民
と
し
て
、
い
く
分
か
の
お
役
に
立
つ
事
が
出
来
た
の
だ

と
い
ふ
、
晴
々
と
し
た
気
持
に
な
つ
て
来
た
。

「
愛
国
婦
人
会
」
は
、
少
年
少
女
が
、「
銃
後
の
国
民
と
し
て
お
役
に
立
つ
事
が

出
来
た
」
と
記
す
状
況
を
設
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
父
や
兄
が
戦
場
に
あ

り
、
母
は
「
愛
国
婦
人
会
」
に
あ
っ
て
、
そ
の
わ
が
子
は
、「
銃
後
の
国
民
」
と
し

て
の
役
割
を
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
も
は
や
、
一
家
は
戦

争
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

「
節
米
」（
福
島
県
三
春
校
五
年
男
子
、
十
月
十
日
）
は
、
五
年
生
の
兄
が
、
弟

に
「
節
米
」
を
説
く
も
の
。
胸
に
つ
い
て
い
た
ご
飯
粒
を
取
っ
て
棄
て
よ
う
と
し

た
弟
に
、
兄
は
、
次
の
よ
う
に
諭
し
た
。

「
御
飯
つ
ぶ
一
つ
だ
つ
て
、
一
年
か
ゝ
ら
な
け
れ
ば
出
来
な
い
の
だ
。
そ
れ

に
今
は
日
本
の
国
で
米
が
た
り
な
く
て
こ
ま
つ
て
ゐ
る
。
い
く
ら
一
つ
ぶ
で

も
、
日
本
中
の
人
が
毎
日
米
を
そ
ま
つ
に
し
た
ら
、
一
年
に
は
た
い
し
た
も

の
だ
」
と
い
つ
て
聞
か
せ
る
と
、
弟
は
だ
ま
つ
て
そ
の
御
飯
を
口
の
中
に
入

れ
た
。

「
東
日
小
学
生
新
聞
」
は
、
昭
和
十
五
年
十
月
五
日
（
第
一
二
五
八
号
）
第
二
面

に
、「
お
米
の
予
想
高

内
地
は
減
り
朝
鮮
は
増
収

ま
す
�
�
節
米
が
大
切
」
の

記
事
を
載
せ
た
。「
内
地
米
は
く
は
し
く
い
へ
ば
昨
年
よ
り
八
分
四
厘
少
な
く
、
最

近
五
年
間
の
平
均
と
れ
高
よ
り
な
ほ
三
分
一
厘
少
な
い
や
う
で
す
。
そ
の
た
め
ま

だ
節
米
を
ゆ
る
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
呼
び
か
け
た
。

内
閣
情
報
局
編
集
に
よ
る
「
週
報
」
は
、
第
一
八
九
号
（
昭
和
一
五
年
五
月
二

十
九
日
）
に
「
節
米
は
い
か
に
す
る
か
」
の
ア
ピ
ー
ル
を
掲
載
し
て
い
た
。

最
近
の
内
外
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
わ
が
国
の
食
糧
問
題
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
は
、
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
所
で
す
。
特
に
昨
年
か
ら
や

か
ま
し
く
な
つ
た
米
の
問
題
は
、
戦
時
下
の
今
日
、
新
ら
し
い
東
亜
を
建
設

し
て
行
く
わ
が
国
と
し
て
は
是
非
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
そ
し

て
こ
れ
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
は
、
大
体
三
通
り
の
こ
と
が
考
へ
ら
れ
ま

す
。
第
一
は
米
の
増
産
を
図
る
こ
と
、
第
二
は
米
の
出
回
り
を
よ
く
す
る
こ

と
、
第
三
は
米
の
消
費
節
約
を
は
か
る
こ
と
で
す
。
第
一
の
増
産
対
策
に
つ

い
て
は
、
肥
料
と
か
労
力
と
か
、
今
年
も
い
ろ
�
�
足
り
な
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
う
が
、
或
ひ
は
勤
労
奉
仕
と
か
自
給
肥
料
の
増
産
に
よ
つ
て
、
こ
れ
等

の
困
難
を
克
服
し
、
全
国
民
の
協
力
に
よ
つ
て
七
千
百
万
石
を
目
標
に
大
い

に
米
の
増
産
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
ま
た
、
第
二
の
点
に
つ

い
て
は
、
従
来
出
渋
り
が
ち
で
あ
つ
た
米
に
対
し
、
極
力
出
荷
、
供
出
を
促

し
、
必
要
が
あ
れ
ば
強
権
を
発
動
し
て
供
給
の
円
滑
を
は
か
る
こ
と
も
考
へ

ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
米
の
問
題
を
解
決
す
る
上
に
一
番
大
き
な
役
割
を

演
ず
る
も
の
は
消
費
方
面
に
於
け
る
節
約
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
従
つ
て
新
ら

し
く
で
き
た
精
動
本
部
で
も
、
そ
の
第
一
着
手
と
し
て
、
戦
時
食
糧
問
題
を

と
り
上
げ
、
増
産
や
供
米
に
対
す
る
運
動
と
併
行
し
て
節
米
運
動
を
活
発
に

展
開
し
て
ゐ
ま
す
。

「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
記
事
「
お
米
の
予
想
高
」（
前
出
）
で
は
、「
六
千
三
百

十
二
万
石
」
の
見
込
み
と
し
て
い
た
。
目
標
の
「
七
千
百
万
石
」
に
遠
く
お
よ
ば

な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、「
節
米
」
は
、「
戦
時
食
糧
報
国
運

動
」
と
し
て
、
国
民
に
強
く
要
請
さ
れ
、
小
学
生
の
兄
が
弟
に
諭
す
ま
で
に
な
り
、

「
節
米
」
思
想
が
大
人
か
ら
子
供
へ
、
子
供
か
ら
幼
児
へ
と
、
摺
り
こ
ま
れ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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「
桐
の
木
」（
群
馬
県
桐
生
市
昭
和
校
四
年
男
子
、
十
月
十
一
日
）
は
、
桐
の
実

を
ぶ
つ
け
合
う
「
戦
争
ご
つ
こ
」
で
、「
ゆ
く
わ
い
」
に
遊
ん
だ
こ
と
が
内
容
。
こ

の
作
品
に
戦
時
下
色
を
見
る
の
は
、
多
少
、
無
理
が
あ
ろ
う
が
、
戦
争
ご
っ
こ
で

あ
る
故
に
、
選
ん
だ
。

「
夜
の
飛
行
機
」（
茨
城
県
若
松
東
校
五
年
女
子
、
同
前
）
は
、
夕
方
の
空
を
飛

ん
で
い
っ
た
飛
行
機
を
見
つ
け
よ
う
と
空
を
見
る
と
真
っ
暗
で
、
星
の
中
を
一
つ

だ
け
早
く
走
る
も
の
を
見
つ
け
た
。
私
は
「
ぶ
ん
ぶ
ん
荒
わ
し
ぶ
ん
と
飛
ぶ
ぞ
」

と
歌
っ
て
家
の
方
に
か
け
出
し
た
と
い
う
内
容
。「
ぶ
ん
ぶ
ん
荒
わ
し
ぶ
ん
と
飛
ぶ

ぞ
」
は
、
軍
歌
「
荒
鷲
の
歌
」（
作
詞
作
曲
・
東
辰
三
）
で
、
昭
和
十
三
年
の
作
品

で
あ
っ
た
が
、
十
五
年
十
月
に
は
浪
岡
惣
一
郎
の
吹
き
込
み
で
ヒ
ッ
ト
し
た
と
い

う
（『
新
版
日
本
流
行
歌
史
（
中
）』
社
会
思
想
社
、
一
九
九
五
・
一
）。
こ
の
ヒ
ッ

ト
と
作
品
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
小
学
生
が
自
然
に
口
に
す
る
ほ
ど

流
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
小
犬
の
け
が
」（
群
馬
県
尾
島
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
三
日
）
を
、
題
名
か

ら
戦
時
下
色
を
も
っ
た
作
品
と
推
測
す
る
の
は
難
し
い
。
怪
我
を
し
た
子
犬
に
薬

を
つ
け
た
翌
朝
、
元
気
に
な
っ
た
子
犬
に
、「
僕
が
お
前
も
早
く
大
き
く
な
つ
て
、

国
の
た
め
に
つ
く
し
て
く
れ
と
い
つ
た
ら
、
わ
か
つ
た
や
う
に
、
又
く
ん
�
�
と

い
ひ
ま
し
た
」
と
の
一
節
か
ら
、
時
局
柄
の
作
品
と
し
た
。「
早
く
大
き
く
な
つ
て
、

国
の
た
め
に
つ
く
し
て
く
れ
」
と
、
こ
の
児
童
は
子
犬
に
言
い
聞
か
せ
る
が
、
児

童
が
、
常
々
、
学
校
で
、
家
庭
で
言
い
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
バ
ウ
ク
ウ
エ
ン
シ
フ
」（
岩
手
県
涌
津
校
二
年
男
子
、
十
月
二
十
七
日
）

「
防
空
演
習
」（
静
岡
県
長
泉
校
四
年
男
子
、
十
月
三
十
一
日
）

「
防
空
演
習
」（
茨
城
県
村
田
校
五
年
女
子
、
十
二
月
四
日
）

題
目
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
防
空
演
習
を
内
容
と
す
る
三
作
品
。

「
バ
ウ
ク
ウ
エ
ン
シ
フ
」
は
、「
ハ
ン
シ
ヨ
ウ
」
を
聞
い
た
母
が
バ
ケ
ツ
を
持
っ

て
家
か
ら
出
て
行
っ
た
。
僕
が
つ
い
て
い
く
と
、「
オ
カ
ア
サ
ン
タ
チ
ハ

セ
ウ
イ

ダ
ン
へ

ミ
ヅ
ヲ

カ
ケ
マ
シ
タ
」
と
す
る
内
容
。

静
岡
県
児
童
の
「
防
空
演
習
」
は
、
そ
の
様
子
を
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
。

こ
の
間
の
防
空
演
習
の
或
晩
の
事
で
あ
つ
た
。
夕
食
を
た
べ
た
後
、
お
ぢ

い
さ
ん
が
風
呂
に
入
ら
う
と
す
る
と
、
不
意
に
「
ど
か
ん
。」
と
い
ふ
音
が
し

た
。
す
る
と
け
た
ゝ
ま
し
く
、「
く
う
し
ふ
く
う
し
ふ
。」
と
叫
び
な
が
ら
、

と
ん
で
行
つ
た
。
僕
は
急
い
で
お
ば
あ
さ
ん
の
所
へ
行
つ
て
、「
お
ば
あ
さ
ん

せ
う
い
だ
ん
が
お
ち
た
よ
。」
と
を
し
へ
て
や
る
と
、「
早
く
し
ふ
が
ふ
し
て

下
さ
い
ー
。」
と
ど
な
る
様
に
き
こ
え
る
。
お
ば
あ
さ
ん
は
大
急
ぎ
で
モ
ン
ペ

を
は
き
こ
ん
だ
。
さ
う
し
て
僕
に
「
早
く
バ
ケ
ツ
を
持
つ
て
き
て
お
く
れ
。」

と
言
つ
た
。
僕
は
急
い
で
バ
ケ
ツ
を
持
つ
て
来
た
。
ま
た
ゝ
く
間
に
、
又
「
ど

か
ん
。」
と
な
り
ひ
ゞ
い
た
。「
敵
機
し
ふ
ら
い
�
�
。」
と
さ
け
ぶ
声
が
き
こ

え
る
。
お
ば
あ
さ
ん
は
バ
ケ
ツ
を
持
つ
て
、
い
き
な
り
表
へ
飛
出
し
た
。
僕

は
戸
口
で
、
と
し
よ
り
な
の
に
元
気
が
あ
る
な
あ
と
思
つ
た
。
し
ば
ら
く
た

つ
て
表
へ
出
て
見
た
。
う
ち
の
直
ぐ
前
の
川
の
所
に
、
火
が
め
ら
�
�
と
燃

え
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
。
お
ば
あ
さ
ん
達
が
掛
声
勇
ま
し
く
、「
よ
い
し
よ
よ

い
し
よ
。」
と
水
を
リ
レ
ー
し
て
運
ん
で
居
る
。
火
の
ま
は
り
に
水
を
か
け
ら

れ
て
、
火
は
し
ぶ
し
ぶ
燃
え
て
居
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
又
暗
く
な
つ
た
。

そ
の
内
に
、
班
の
組
長
が
整
列
さ
せ
た
。
巡
査
が
来
て
、
色
々
気
の
つ
い
た

こ
と
を
話
し
て
か
へ
ら
れ
た
。
組
長
は
皆
を
分
け
た
。
お
ば
あ
さ
ん
も
帰
つ

て
来
た
。
時
計
を
見
た
ら
十
一
時
だ
つ
た
。

「
お
ぢ
い
さ
ん
」
は
、
風
呂
に
入
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
バ
ケ
ツ
を
も
っ

て
出
て
行
っ
た
の
は
「
お
ば
あ
さ
ん
」
で
あ
り
、「
お
ば
あ
さ
ん
達
」
が
「
防
空
演

習
」
を
行
っ
て
い
た
。「
バ
ウ
ク
ウ
エ
ン
シ
フ
」
で
は
、「
フ
ジ
ン
ク
ワ
イ
ノ
人
」

が
演
習
を
行
っ
て
い
た
。
銃
後
を
守
る
の
は
「
フ
ジ
ン
ク
ワ
イ
」
の
人
、
女
性
た

ち
で
あ
っ
た
。

「
防
空
演
習
」
で
は
、「
ど
か
ん
」
と
音
が
し
た
。
模
擬
弾
に
よ
る
実
践
的
な
夜

間
演
習
で
あ
っ
た
。

茨
城
県
児
童
の
「
防
空
演
習
」
に
は
、
次
の
一
節
が
結
末
に
あ
る
。

お
と
う
さ
ん
が
畠
か
ら
か
へ
つ
て
き
て
、
大
急
ぎ
で
ラ
ン
プ
へ
か
け
る
も
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の
を
作
つ
た
。
じ
や
ー
ん
、
じ
や
ー
ん
と
、
か
ね
が
な
つ
た
。
私
は
ま
づ
、

光
り
が
も
れ
な
い
や
う
に
戸
を
し
め
た
。
お
父
さ
ん
は
外
か
ら
「
大
丈
夫
だ
。」

と
お
つ
し
や
つ
た
。
み
ん
な
で
、
ご
は
ん
を
た
べ
る
の
に
大
さ
わ
ぎ
、
ご
は

ん
が
終
つ
て
か
ら
も
、
く
ら
い
の
で
ふ
ざ
け
る
。
又
か
ね
が
な
つ
た
が
、
お

母
さ
ん
が
「
さ
わ
ぎ
が
大
き
ん
で
何
の
か
ね
だ
か
わ
か
ら
な
い
。」
と
お
し
か

り
に
な
つ
た
。

光
り
が
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
「
燈
火
管
制
」
演
習
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

三
作
品
の
掲
載
は
、
前
二
作
が
十
月
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
十
二
月
で
あ
っ
た
。

前
二
作
品
は
内
容
的
に
も
、
同
じ
「
防
空
演
習
」
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、

十
二
月
に
掲
載
さ
れ
た
茨
城
県
児
童
の
作
品
は
、
別
の
演
習
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

「
東
日
小
学
生
新
聞
」
十
月
五
日
（
第
一
二
五
八
号
）
第
二
面
に
は
、「
本
社
に

敵
弾
が
落
ち
て
特
設
防
護
団
必
死
の
活
躍＝
き
の
ふ
朝
の
防
空
訓
練
」
の
写
真
と

共
に
「
防
空
訓
練
第
四
日

敵
機
新
聞
社
町
を
襲
ふ
」
の
見
出
し
で
「
防
空
訓
練
」

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
同
時
に
、「
畏
く
も
訓
練
を
天
覧

御
内
庭
に
出
御
遊
ば
さ

れ
て
」
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

四
日
午
前
九
時
四
十
五
分
頃
、
宮
城
内
に
も
数
ヶ
所
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
、

宮
内
省
全
員
は
ガ
ス
マ
ス
ク
姿
も
勇
ま
し
く
必
死
の
活
躍
を
い
た
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
に
は
畏
く
も
御
座
所
か
ら
、
御
内
庭
に
出
御
遊
ば
さ
れ
て
、
帝
都

中
央
部
の
物
す
ご
い
空
陸
攻
防
戦
の
実
況
を
天
覧
あ
ら
せ
ら
れ
、
訓
練
に
励

む
民
草
の
士
に
、
大
御
心
を
垂
れ
さ
せ
給
う
た
と
承
り
ま
す
。

「
宮
城
内
に
も
数
ヶ
所
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
」
と
あ
り
、
模
擬
弾
を
使
用
し
た
実

戦
的
な
訓
練
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
バ
ウ
ク
ウ
エ
ン
シ
フ
」
で
は
、「
オ
カ
ア

サ
ン
タ
チ
ハ

セ
ウ
イ
ダ
ン
へ

ミ
ヅ
ヲ

カ
ケ
マ
シ
タ
」
と
あ
り
、
こ
の
十
月

一
日
か
ら
の
「
防
空
訓
練
」
を
内
容
と
し
た
作
品
と
推
定
で
き
る
が
、
静
岡
県
児

童
の
「
防
空
演
習
」
で
は
、
演
習
開
始
は
、「
夕
食
を
た
べ
た
後
、
お
ぢ
い
さ
ん
が

風
呂
に
入
ら
う
と
す
る
と
」
同
時
で
あ
っ
た
。
夜
間
訓
練
も
行
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
を
推
測
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
茨
城
県
児
童
の
「
防
空
演
習
」
は
、
灯

り
を
外
に
漏
ら
さ
な
い
燈
火
訓
練
で
あ
っ
た
。
様
々
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
「
防
空
訓
練
」
の
三
作
品
は
、
児
童
が
身
を
持
っ
て
体
験
し
た
上
で
の

作
品
で
あ
り
、
そ
う
し
た
実
体
験
か
ら
無
縁
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
児
童
の
「
戦
時

下
」
を
伝
え
て
く
る
。

時
計
を
見
た
ら
十
一
時
だ
つ
た
。
兄
さ
ん
は
も
う
高
い
び
き
で
、
ね
て
い

る
。
僕
も
ね
む
つ
た
か
つ
た
か
ら
、
ね
た
が
次
か
ら
次
へ
と
考
へ
ご
と
が
浮

ん
で
、
中
々
ね
ら
れ
な
か
つ
た
。

静
岡
県
児
童
の
「
防
空
演
習
」
の
結
末
で
あ
る
。
児
童
は
「
次
か
ら
次
へ
と
考

へ
ご
と
が
浮
ん
で
、
中
々
ね
ら
れ
な
か
つ
た
」
と
記
す
。
次
か
ら
次
へ
と
浮
か
ん

で
く
る
も
の
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
雲
」（
千
葉
県
野
田
校
四
年
男
子
、
十
一
月
七
日
）
に
は
、「
た
の
し
い
一
日
は
、

も
早
暮
れ
よ
う
と
す
る
」
頃
、「
空
に
は
小
さ
い
戦
と
う
機
の
赤
と
ん
ぼ
」
が
飛
ん

で
お
り
、
遠
く
か
ら
は
、「
ほ
が
ら
か
な
勇
ま
し
い
軍
歌
が
聞
え
て
来
る
。
い
く
さ

ご
つ
こ
を
す
ま
し
て
、
た
の
し
い
自
分
の
家
へ
、
が
い
せ
ん
す
る
の
だ
ら
う
」
の

一
節
が
あ
る
。
赤
と
ん
ぼ
を
「
戦
と
う
機
」
と
表
現
し
、「
軍
歌
」
を
「
ほ
が
ら
か

な
勇
ま
し
い
」
と
形
容
す
る
児
童
は
、「
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
、
金
の
や
う
に
き
ら

き
ら
光
つ
て
居
る
」
雲
を
な
が
め
、
そ
の
「
き
れ
い
さ
の
ど
け
さ
」
を
伝
え
て
い

る
。
夕
日
に
輝
く
黄
金
色
の
雲
に
感
動
す
る
児
童
は
、「
ほ
が
ら
か
な
勇
ま
し
い
軍

歌
」
を
耳
に
し
、「
小
さ
な
戦
と
う
機
」
を
目
に
し
て
い
る
。「
戦
時
下
」
は
、「
夕

日
に
照
ら
さ
れ
て
、
金
の
や
う
に
き
ら
き
ら
光
つ
て
居
る
」
雲
を
な
が
め
て
い
る

児
童
を
包
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
勤
労
奉
仕
」（
山
梨
県
増
穂
校
高
一
男
子
、
十
一
月
十
五
日
）
で
は
、「
勤
労
奉

仕
中
の
一
人
と
し
て
、
し
つ
か
り
と
唐
鍬
を
持
ち
、
広
く
�
�
繁
茂
せ
る
草
原
、

や
ぶ
原
を
か
き
分
け
て
、
一
本
一
本
の
桔
梗
の
根
を
求
め
て
歩
い
て
ゐ
る
」。
投
稿

（ ）８０―８０―



児
童
は
、
藪
の
斜
面
で
「
片
手
で
木
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
き
き
や
う
の
ま
は
り

を
徐
々
に
掘
始
め
た
」。
安
全
と
は
い
え
な
い
場
所
で
、
不
安
定
な
姿
勢
で
掘
る
の

は
、
根
が
薬
用
に
な
る
桔
梗
。「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
一
二
六
六
号
）
第
二
面
で
は
、「
木
の
実
拾
ひ
で
お
国
へ
御
奉
公
」
の
見
出
し

で
、「
全
校
総
出
で
、
今
月
一
ぱ
い
カ
シ
や
ト
チ
な
ど
の
実
を
拾
っ
て
い
る
学
校
が
、

栃
木
県
に
あ
り
ま
す
。
東
北
各
県
を
は
じ
め
、
全
国
各
小
学
校
で
今
年
は
木
の
実

ひ
ろ
ひ
を
始
め
ま
し
た
」
と
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
。
木
の
実
か
ら
澱
粉
や
ア
ル

コ
ー
ル
を
取
る
た
め
だ
と
い
う
。「
勤
労
奉
仕
」
で
の
桔
梗
堀
り
も
、
こ
う
し
た

「
お
国
へ
御
奉
公
」
の
一
端
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
弟
」（
岩
手
県
草
木
校
六
年
女
子
、
十
一
月
二
十
一
日
）
に
は
、
小
雨
の
中
、

木
に
登
っ
て
い
る
弟
が
軍
歌
を
歌
っ
て
い
る
。
そ
の
歌
詞
は
「
国
を
出
て
か
ら
幾

月
ぞ
」。
昭
和
十
四
年
、
馬
匹
愛
護
の
思
想
普
及
の
た
め
、
陸
軍
省
が
公
募
し
た

「
愛
馬
行
進
曲
」（
久
保
井
信
夫
作
詞
、
新
城
正
一
作
曲
）。「
夜
の
飛
行
機
」（
前
出
）

に
は
、「
荒
鷲
の
歌
」
を
歌
う
少
女
が
い
た
。
こ
の
「
愛
馬
行
進
曲
」
も
、
児
童
の

間
に
広
く
流
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
代
用
品
」（
山
梨
県
駒
城
校
五
年
男
子
、
十
一
月
二
十
二
日
）
は
、
母
が
作
る

下
駄
の
鼻
緒
が
と
て
も
丈
夫
で
「
二
月
も
前
の
が
、
少
し
も
切
れ
な
い
の
で
、
嬉

し
い
。
今
は
非
常
時
だ
か
ら
、
な
ほ
一
層
代
用
品
を
使
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
作
品
。「
週
報
」
第
二
○
四
号
（
昭
和
十
五
年
九
月
十
一
日
）
で
は
、「
進

む
代
用
品
」
を
掲
載
し
、
代
用
品
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

代
用
品
は
我
が
日
本
が
力
強
く
国
威
を
伸
ば
す
た
め
に
、
是
非
解
決
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
原
材
料
の
転
換
の
問
題
な
の
で
す
。
国
力
を
培
養
す
る
た
め
に
進

ん
で
使
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
代
用
品
な
の
で
す
。
止
む
を
得
ず
使
ふ
と
い

ふ
の
で
は
余
り
に
消
極
的
過
ぎ
ま
す
。

投
稿
児
童
も
「
な
ほ
一
層
代
用
品
を
使
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
そ
の
決

意
を
記
し
て
い
た
。
代
用
品
を
使
う
こ
と
は
「
戦
時
国
民
生
活
の
刷
新
」
の
一
環

と
し
て
求
め
ら
れ
た
国
策
で
あ
っ
た
。

「
貯
金
箱
」（
青
森
県
易
国
間
校
二
年
男
子
、
十
一
月
二
十
四
日
）
の
「
貯
金
箱
」

は
、「
て
つ
か
ぶ
と
を
か
ぶ
つ
て
、
て
つ
ぽ
う
を
も
つ
た
へ
い
た
い
さ
ん
の
う
し
ろ

に
、
タ
ン
ク
が
止
つ
て
ゐ
る
か
た
ち
」。

こ
の
前
学
校
に
、
ち
よ
き
ん
を
も
つ
て
行
つ
た
時
、
ち
よ
き
ん
ば
こ
に
あ

つ
た
お
金
も
、
一
し
よ
に
も
つ
て
行
き
ま
し
た
。

「
週
報
」
第
一
八
四
号
（
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
四
日
）
は
、
国
民
貯
蓄
奨
励
局

に
よ
る
「
新
東
亜
百
二
十
億
の
貯
蓄
か
ら
」
を
掲
載
し
た
。
こ
こ
に
は
、「
八
十
億

円
か
ら
百
億
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
貯
蓄
目
標
額
は
、
今
年
度
は
更
に
二
十
億
円
引

上
げ
ら
れ
て
百
二
十
億
円
に
な
つ
た
」
経
緯
や
、
そ
の
貯
蓄
に
は
、「
第
一
線
の
将

兵
が
遥
か
大
陸
の
戦
線
か
ら
銃
後
を
思
つ
て
僅
か
の
給
与
を
節
約
し
て
故
国
へ
送

つ
て
来
た
も
の
や
、
幼
い
児
童
が
学
業
の
余
暇
に
汗
で
稼
い
だ
僅
か
の
お
金
も
、

無
駄
使
ひ
せ
ず
に
貯
め
た
も
の
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
」
と
記
し
た
。
児
童
の
貯
金
も

戦
争
遂
行
の
た
め
の
「
国
民
貯
蓄
奨
励
運
動
」
の
一
環
で
あ
っ
た
。

「
兵
隊
さ
ん
と
帽
子
」（
東
京
市
荒
川
区
第
二
荒
川
校
高
二
女
子
、
十
一
月
二
十

六
日
）
は
、
走
っ
て
い
る
列
車
か
ら
帽
子
を
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
「
兵
隊
さ
ん
」

が
「
ば
く
進
列
車
か
ら
飛
下
り
」
た
列
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
児
童
の
作
品
。「
兵
隊

さ
ん
の
右
側
の
頭
に
、
大
き
い
け
が
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
幾
条
も
血
が
流
れ
て
、

片
面
血
だ
ら
け
」
だ
っ
た
。「
私
」
は
、「
日
本
の
兵
隊
さ
ん
は
責
任
感
が
強
い
な
」

と
思
っ
た
と
い
う
。
児
童
は
「
日
本
の
兵
隊
さ
ん
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
あ
れ
だ
け
の

勇
気
が
あ
る
の
だ
」
と
感
心
す
る
が
、
帽
子
一
つ
と
人
間
の
命
と
が
同
じ
価
値
と

さ
れ
て
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
は
思
い
至
っ
て
い
な
い
。
年
齢
的
に
は
、
ま
た
、

「
戦
時
下
」
と
い
う
時
代
状
況
か
ら
は
無
理
も
無
い
理
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
道
路
愛
護
」（
山
梨
県
駒
城
校
高
二
女
子
、
十
一
月
二
十
七
日
）
は
、
次
の
よ

う
な
作
品
。

去
年
の
夏
休
み
の
或
日
の
事
で
し
た
。
私
達
大
坊
少
年
団
は
、
学
校
路
を

修
繕
す
る
事
を
き
め
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
ラ
ツ
パ
の
音
を
合
図
に
飛
起
き
て
、
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



氏
神
様
に
向
ひ
ま
し
た
。（
略
）
今
年
は
十
月
十
二
日
、
道
路
愛
護
デ
ー
の
日

に
、
私
達
駒
城
校
の
生
徒
は
、
男
女
青
年
団
や
村
の
お
ぢ
さ
ん
達
に
交
つ
て
、

総
動
員
で
県
道
の
修
理
を
し
ま
し
た
。
道
路
愛
護
こ
そ
は
、
全
く
興
亜
の
文

化
を
発
展
さ
す
為
に
も
、
村
の
産
業
開
発
の
上
に
も
、
銃
後
の
私
達
の
尊
い

一
つ
の
使
命
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
道
路
愛
護
」
は
、「
勤
労
奉
仕
」
で
あ
る
。「
去
年
」
は
、
一
応
、「
少
年
団
」

に
よ
る
自
発
的
な
活
動
と
も
い
え
た
が
、
今
年
は
、「
お
ぢ
さ
ん
達
」
に
交
じ
っ
て

の
、「
総
動
員
」
の
一
員
で
あ
り
、
働
き
手
と
し
て
地
域
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
配
給
ぐ
つ
」（
茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
十
一
月
二
十
八
日
）
は
、

学
校
で
販
売
し
た
靴
を
買
っ
た
こ
と
が
内
容
。

く
つ
に
は
じ
ん
け
ん
が
ま
じ
つ
て
ゐ
る
。
雨
が
降
る
時
は
い
た
ら
、
す
ぐ

だ
め
に
な
つ
て
し
ま
ふ
か
わ
か
ら
な
い
。

「
代
用
品
」
の
く
つ
で
あ
る
。「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
一
月
七
日

（
第
一
二
八
六
号
）
第
二
面
に
、「
配
給
の
靴
を
大
切
に
し
ま
せ
う
」
と
、
次
の
よ

う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
。

埼
玉
県
で
は
、
先
ご
ろ
配
給
さ
れ
た
運
動
靴
が
、
す
ぐ
い
た
ん
で
困
る
と

い
ふ
不
平
の
声
が
、
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
県
で
は
〝
何
分
純
綿
製
品
ほ

ど
丈
夫
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
雨
の
中
や
、
ぬ
か
る
み
の
中
で
も
平
気
で

は
き
と
ほ
す
や
う
な
乱
暴
を
せ
ず
、
学
校
の
往
復
に
は
下
駄
か
草
履
で
も
は

く
や
う
に
し
て
、
な
る
べ
く
大
事
に
し
て
永
も
ち
さ
せ
る
や
う
に
〞
と
望
ん

で
い
ま
す
。

配
給
さ
れ
た
運
動
靴
を
「
永
も
ち
」
さ
せ
る
た
め
、
登
下
校
に
は
「
下
駄
か
草

履
で
も
は
く
や
う
に
」
と
、
奨
励
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
靴
を
履
か
な
い
よ
う
に
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、「
配
給
ぐ
つ
」
の
児
童
も
「
紙
に
つ
つ
ん
で
、
た
な
に
上
げ
た
」

の
で
あ
り
、
記
事
の
内
容
は
実
践
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
廊
下
掃
除
」（
北
海
道
双
葉
校
四
年
女
子
、
十
一
月
二
十
九
日
）
は
、「
私
達
の

組
で
は
、
四
、
五
日
前
か
ら
授
業
が
終
る
と
、
毎
日
三
十
分
づ
つ
廊
下
の
ざ
ふ
き

ん
が
け
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
内
容
。
掃
除
を
す
る
内
容
で
あ
る

か
ら
「
戦
時
下
」
色
が
見
え
る
の
で
は
な
い
。
雑
巾
が
け
を
し
て
い
る
児
童
を
見

て
、「
甲
板
洗
ひ
だ
」
と
笑
っ
て
い
る
「
先
生
」
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。「
甲
板
洗

ひ
」
は
、
艦
船
の
デ
ッ
キ
を
船
員
が
洗
う
様
で
あ
り
、「
戦
時
下
」
に
は
限
ら
な
い

が
、「
先
生
」
の
海
軍
経
験
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
全
校
作
業
」（
東
京
市
杉
並
区
桃
井
第
三
校
四
年
女
子
、
十
二
月
二
十
八
日
）

の
内
容
も
、
掃
除
。

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
毎
日
四
時
間
目
の
終
り
に
、
た
い
こ
が
な
る
と
、

全
校
の
生
徒
が
一
つ
心
に
な
つ
て
、
ゆ
か
を
み
が
き
ま
す
。（
略
）
ろ
う
か
も

み
が
き
ま
す
。
理
く
わ
室
も
、
唱
歌
室
も
み
が
き
ま
す
。

「
廊
下
掃
除
」
も
「
全
校
作
業
」
に
よ
る
「
み
が
き
」
も
、
児
童
に
対
す
る
「
整

理
整
頓
清
潔
訓
練
」
の
一
環
で
あ
っ
た
（
新
潟
県
南
蒲
原
郡
今
町
小
学
校
昭
和
十

四
年
度
「
学
級
経
営
案
」・
高
等
科
第
二
学
年
）。

「
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
」（
秋
田
県
米
内
沢
校
六
年
男
子
、
十
二
月
六
日
）
は
、「
常

会
」
で
作
っ
た
下
駄
の
「
巻
緒
」
を
母
が
ほ
め
て
く
れ
た
と
い
う
も
の
。

内
務
省
は
、
昭
和
十
五
年
九
月
十
一
日
、
訓
令
「
部
落
会
町
内
会
等
整
備
要
領
」

を
各
道
府
県
に
通
達
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
週
報
」
第
二
一
二
号
（
昭
和
十
五
年

十
月
三
十
日
）
に
、
次
の
よ
う
に
広
報
さ
れ
た
。

国
民
の
生
活
基
底
で
あ
る
隣
保
生
活
を
組
織
化
し
、
こ
の
組
織
を
通
じ
国

民
精
神
の
錬
成
と
国
政
万
般
の
透
徹
と
運
用
を
図
り
、
以
つ
て
叙
上
の
国
内

体
制
確
立
に
副
は
ん
が
為
の
基
礎
工
作
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
部
落
会
・
町

内
会
等
の
組
織
は
、
一
つ
に
は
国
民
を
地
域
的
に
組
織
化
し
、
各
々
そ
の
日
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常
生
活
に
於
て
国
家
に
奉
公
を
全
う
せ
し
め
る
組
織
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に

於
て
は
部
落
会
・
町
内
会
は
万
民
翼
賛
の
国
民
組
織
の
地
域
的
基
底
を
な
す

も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

「
常
会
」
は
、「
十
戸
内
外
の
隣
接
戸
数
を
以
て
組
織
」
さ
れ
る
「
隣
保
班
」
を

基
礎
と
し
、「
隣
組
子
供
会
」
も
設
置
さ
れ
た
。
下
駄
の
「
巻
緒
」
は
、
こ
う
し
た

子
供
会
が
「
常
会
」
の
指
導
に
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
お
宮
の
さ
う
ぢ
」（
神
奈
川
県
高
峰
校
四
年
女
子
、
十
二
月
七
日
）
は
、
次
の

よ
う
に
始
ま
る
。

ま
だ
う
す
ぐ
ら
い
道
を
は
う
き
を
か
つ
い
で
、
姉
ち
や
ん
と
お
宮
の
さ
う

じ
に
ゆ
き
ま
し
た
。

日
の
出
前
の
神
社
の
清
掃
が
内
容
で
あ
る
。
こ
う
し
た
清
掃
奉
仕
は
、
広
く
小

学
生
が
実
践
し
て
い
た
。

毎
月
一
日
と
十
五
日
は
、
神
前
奉
仕
の
日
で
す
。
朝
早
く
部
落
神
社
の
お

掃
除
を
し
て
、
神
前
の
行
を
行
ひ
ま
す
。

「
東
日
小
学
生
新
聞
」
第
一
三
○
一
号
（
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
四
日
）
第
八

面
「
私
た
ち
の
特
集
」「
千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
の
巻
」
の
記
事
の
一
つ
で
あ
る
。

「
へ
い
た
い
さ
ん
の
こ
と
」（
東
京
市
四
谷
第
五
校
＊
男
子
、
十
二
月
十
日
）
の

冒
頭
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
。

二
、
三
日
前
の
夕
が
た
、
し
ら
な
い
へ
い
た
い
さ
ん
が
、
う
ち
の
前
に
き

て
、「
あ
た
ま
が
い
た
い
か
ら
、
や
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
ひ
ま
し
た
。

在
籍
学
年
は
不
明
。
こ
の
「
へ
い
た
い
さ
ん
」
は
、
三
十
分
ば
か
り
休
む
と
回

復
し
、
お
茶
の
接
待
に
よ
ろ
こ
ん
で
、「
せ
ん
ち
の
色
々
な
お
は
な
し
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
あ
ん
ま
り
い
つ
し
や
う
け
ん
め
い
に
き
い
て
ゐ
ま
し

た
の
で
、
こ
ん
ど
は
、
た
ん
じ
ゆ
う
を
み
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
と
す
る
内
容
。

「
へ
い
た
い
さ
ん
」
は
、
不
意
に
、
何
時
で
も
、
児
童
の
日
常
生
活
に
入
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
銃
後
」（
千
葉
県
野
田
校
四
年
男
子
、
十
二
月
十
五
日
）
は
、
次
の
よ
う
な
作

品
。

お
国
の
た
め
な
ら
、
麦
だ
け
の
御
飯
で
も
平
気
で
す
。
僕
の
家
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
の
家
へ
行
つ
て
も
、
麦
の
御
飯
か
、
又
は
代
用
食
を
た

べ
て
ゐ
ま
す
。
其
の
他
マ
ツ
チ
や
お
砂
糖
な
ど
は
、
み
ん
な
わ
り
あ
て
し
か

く
れ
ま
せ
ん
。
今
の
世
の
中
は
、
銃
後
の
人
達
が
助
け
合
は
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
も
一
心
に
働
い
て
ゐ
ま
す
。
新
聞
に
も
、
代
用

食
を
食
べ
て
ゐ
る
画
も
出
て
来
ま
す
。

ど
こ
の
家
で
も
「
麦
だ
け
の
御
飯
」
か
「
代
用
食
」。「
マ
ツ
チ
や
お
砂
糖
な
ど

は
、
み
ん
な
わ
り
あ
て
」。
商
工
省
が
、
砂
糖
と
マ
ッ
チ
の
配
給
統
制
規
則
を
公
布

し
た
の
は
十
月
四
日
。
十
五
日
施
行
、
十
一
月
一
日
に
切
符
制
を
全
国
で
実
施
し

た
。
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
神
戸
で
は
六
月
一
日
か
ら
、
東
京
、
大
阪
で
は
同

五
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
を
全
国
で
実
施
す
る
も
の
で
、「
物
資
が
偏
し
て

不
足
騒
ぎ
」
が
起
こ
り
、「
国
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
」
の
措
置
と
し
て
導
入

し
た
も
の
と
い
う
（「
週
報
」
第
二
一
一
号
、
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
九
日
）。
銃

後
の
生
活
に
「
統
制
」
が
か
か
り
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、「
綴
方
」
に
つ
い
て
、
こ
の
第
四
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
九
二
作
品
の
う

ち
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
二
三
作
品
を
検
討
し
た
。

「
草
刈
り
」「
勤
労
奉
仕
」「
道
路
愛
護
」「
お
宮
の
さ
う
ぢ
」
の
前
三
者
は
、
何

れ
も
「
勤
労
奉
仕
」
の
名
の
下
に
、
出
征
に
よ
る
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
児

童
が
労
働
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
。「
お
宮
の
さ
う
ぢ
」
も

「
勤
労
奉
仕
」
の
一
端
で
あ
る
が
、
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
神
社
の
清
掃
は
、

「
修
身
」
の
項
目
に
「
神
社
参
拝
、
清
掃
」
が
謳
わ
れ
、「
日
本
精
神
を
振
起
せ
し

―８３―（ ）８３

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



む
る
」
た
め
の
方
策
と
さ
れ
て
い
た
（「
学
級
経
営
案
」
前
出
）。

「
廊
下
掃
除
」「
全
校
作
業
」
は
、
校
内
美
化
で
、
一
種
の
「
勤
労
奉
仕
」
的
側

面
を
持
つ
が
、「
学
校
経
営
案
」（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、「
訓
練
方
面
」
に
お
け
る

「
作
業
訓
練
の
重
視
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
バ
ウ
ク
ウ
エ
ン
シ
フ
」
を
は
じ
め
、「
防
空
演
習
」
を
内
容
と
し
た
作
品
が
三

作
品
で
あ
っ
た
が
、
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
防
空
訓
練
が
、
い
よ
い
よ
実
践

的
に
実
行
さ
れ
た
結
果
と
い
え
よ
う
。

「
節
米
」「
代
用
品
」「
配
給
ぐ
つ
」「
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
」
は
、
米
を
は
じ
め
物

資
が
不
足
し
、
必
要
な
も
の
が
必
要
な
だ
け
国
民
の
も
と
に
行
き
届
か
な
く
な
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
の
反
映
と
い
え
よ
う
。

「
夜
の
飛
行
機
」
で
は
「
荒
鷲
の
歌
」
が
、「
雲
」
で
は
「
ほ
が
ら
か
な
勇
ま
し

い
軍
歌
」
が
、「
弟
」
で
は
「
愛
馬
行
進
曲
」
が
、
少
年
少
女
に
歌
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
地
域
的
に
も
様
々
で
あ
り
、
広
く
「
軍
歌
」
が
普
及
し
て
い
た
こ
と

の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

直
前
期
、
第
三
四
半
期
の
「
綴
方
」
に
は
、
隣
の
「
お
兄
さ
ん
」
が
出
征
し
、

「
英
ち
や
ん
の
お
父
さ
ん
」
が
戦
死
し
た
と
の
内
容
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
第
四
四
半

期
で
は
、
出
征
や
戦
死
を
内
容
と
す
る
作
品
は
見
え
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

児
童
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
防
空
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
母
が
、
祖
母
が
、
訓
練
に
か
り
だ
さ
れ
、
児
童
は
眠

れ
な
い
夜
半
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。
靴
を
買
っ
た
も
の
の
、
登
下
校
に
は
下

駄
や
草
履
を
履
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
局
で
あ
り
、
児
童
は
ま
た
、「
勤
労
奉
仕
」

の
名
の
下
、
そ
の
労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
児
童
の
日
常
生
活
は
、

い
よ
い
よ
「
戦
時
下
」
色
を
濃
く
し
て
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三

昭
和
十
五
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る「
詩
」「
短
歌
」「
俳
句
」

「
詩
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
一
○
一
作
品
。
前
年
の
十
四
年
度
で
は
、
第
一
四
半

期
九
五
、
第
二
四
半
期
九
〇
、
第
三
四
半
期
八
〇
、
第
四
四
半
期
が
七
六
で
あ
り
、

十
五
年
第
一
四
半
期
八
四
、
第
二
四
半
期
が
七
五
、
第
三
四
半
期
が
八
八
作
品
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
十
四
年
十
五
年
の
二
年
間
に
お
け
る
四
半
期
で
最
多
の
掲
載

数
と
な
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
一
○
一
作
品
の
う
ち
、
内
容
に
時
局
或
は
「
戦
時
下
」
色
が
見
え

る
の
は
、
次
の
一
四
作
品
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
は
九
五
作
品
中
一
五
（
約
一
五
・
八
％
）、
第
二

四
半
期
は
九
○
作
品
中
四
（
約
四
・
四
％
）、
第
三
四
半
期
は
八
○
作
品
中
五
（
約

六
・
三
％
）、
第
四
四
半
期
は
七
六
作
品
中
一
一
（
約
一
四
・
五
％
）、
十
五
年
第

一
四
半
期
で
は
八
四
作
品
中
一
○
（
約
一
一
・
九
％
）、
第
二
四
半
期
は
七
五
作
品

中
五
（
約
六
・
七
％
）、
第
三
四
半
期
は
八
八
作
品
中
六
（
約
六
・
八
％
）
で
あ
り
、

こ
の
第
四
四
半
期
は
一
○
一
作
品
中
一
四
作
品
（
約
一
三
・
九
％
）。
前
年
第
一
四

半
期
に
次
ぐ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

「
九
月
」
（
千
葉
県
船
橋
市
八
栄
第
一
校
四
年
女
子
、
十
月
四
日
・
金
、
第
一
二
五
七
号
）

「
金
魚
」

（
静
岡
県
静
岡
市
森
下
校
三
年
男
子
、
十
月
八
日
・
火
、
第
一
二
六
○
号
）

「
む
ぎ
」
（
茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
十
月
十
九
日
・
土
、
第
一
二
七
○
号
）

マ

マ

「
秋
の
風
」
（
千
葉
県
大
喜
多
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
三
日
・
水
、
第
一
二
七
三
号
）

「
飛
行
機
」

（
茨
城
県
若
松
東
校
五
年
男
子
、
十
一
月
二
日
・
土
、
第
一
二
八
二
号
）

「
防
空
演
習
の
後
」（
静
岡
県
横
須
賀
校
高
二
女
子
、
十
一
月
九
日
・
土
、
第
一
二
八
八
号
）

「
お
礼
の
手
紙
」

（
秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
六
年
女
子
、
十
一
月
十
五
日
・
金
、
第
一
二
九
三
号
）

「
白
衣
の
兄
」

（
茨
城
県
境
校
六
年
女
子
、
十
一
月
十
六
日
・
土
、
第
一
二
九
四
号
）

「
役
場
」

（
千
葉
県
大
森
校
五
年
女
子
、
十
一
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
三
○
三
号
）

「
西
園
寺
公
爵
」

（
千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
高
一
女
子
、
十
二
月
十
一
日
・
水
、
第
一
三
一
五
号
）

「
大
根
」

（
北
海
道
鹿
ノ
谷
校
四
年
男
子
、
十
二
月
十
七
日
・
火
、
第
一
三
二
○
号
）

「
回
ら
ん
板
」

（
神
奈
川
県
横
浜
市
帷
子
校
三
年
男
子
、
同
前
）

「
兵
隊
ご
つ
こ
」

（
茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
十
二
月
十
八
日
・
水
、
第
一
三
二
一
号
）

「
応
召
兵
」
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（
秋
田
県
秋
田
市
高
等
校
一
男
子
、
十
二
月
二
十
六
日
・
木
、
第
一
三
二
八
号
）

「
九
月
」（
千
葉
県
船
橋
市
八
栄
第
一
校
四
年
女
子
、
十
月
四
日
）
は
、
次
の
よ

う
な
作
品
。

原
つ
ぱ
の
向
か
ふ
で
、

鉄
砲
の
音
が
、

続
い
て
聞
え
る
。

演
習
だ
。

又
聞
え
る
。

障
子
の
向
か
ふ
で
、

赤
ち
や
ん
が
、

す
や
�
�
と
ね
て
ゐ
る
。

題
名
か
ら
は
、
こ
の
内
容
は
推
測
で
き
な
い
。
児
童
の
住
ま
い
の
近
く
で
「
演

習
」
が
始
っ
た
よ
う
だ
。
驚
い
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。「
演
習
」
は
、
日
常
化
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
赤
ち
や
ん
」
は
、「
鉄
砲
の
音
」
に
も
目
を
覚

ま
さ
な
い
。「
赤
ち
や
ん
」
に
と
っ
て
も
、「
演
習
」
は
、
も
は
や
驚
く
べ
き
こ
と

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
金
魚
」（
静
岡
県
静
岡
市
森
下
校
三
年
男
子
、
十
月
八
日
）
は
、
次
の
よ
う
な

作
品
。金

魚
の
兵
た
い
お
も
し
ろ
い
。

列
を
つ
く
つ
て
泳
い
で
る
。

み
ん
な
並
ん
で
す
い
�
�
す
い
。

金
魚
の
兵
た
い

よ
わ
虫
だ
。

小
さ
い
石
を
な
げ
た
ら
ば
、

一
度
に
み
ん
な
に
げ
ち
や
つ
た
。

「
金
魚
」
が
、
列
を
作
っ
て
泳
い
で
い
る
様
子
を
、「
兵
た
い
」
に
喩
え
た
も
の

で
、
内
容
か
ら
は
た
わ
い
も
な
い
が
、
喩
え
自
体
に
時
代
性
が
反
映
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

「
む
ぎ
」（
茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
十
月
十
九
日
）
と
い
う
作
品
は
、

「
う
ち
の
か
あ
さ
ん
は
、
は
じ
め
む
ぎ
が
き
ら
ひ
だ
つ
た
」
け
れ
ど
、「
こ
の
ご
ろ

は
む
ぎ
を
た
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
あ
さ
ん
も
む
ぎ
が
す
き
に
な
つ
た
」

と
い
う
も
の
。「
こ
の
ご
ろ
は
む
ぎ
を
た
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
一
節
か
ら
は
、

進
ん
で
「
む
ぎ
」
を
食
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
綴
方
」

に
も
見
え
て
い
た
よ
う
に
「
節
米
」
の
た
め
の
、
混
食
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

マ

マ

「
秋
の
風
」（
千
葉
県
大
喜
多
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
三
日
）
に
は
、
次
の
一

節
が
あ
る
。

戦
地
に
働
く
姉
さ
ん
の

や
さ
し
い
声
を

思
ひ
出
す
。

「
秋
の
風
」
を
聞
い
て
い
る
と
、
姉
を
思
い
出
し
、「
睫
毛
の
前
を
姉
さ
ん
の
白

衣
が
雄
々
し
く
過
ぎ
て
行
く
」
と
い
う
。「
秋
の
風
」
を
「
お
ま
へ
を
聞
い
て
る
と
」

と
擬
人
化
し
て
表
現
し
て
い
る
が
、
風
自
体
に
姉
の
面
影
を
み
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、「
は
る
ば
る
と
、
海
原
越
え
て
く
る
風
よ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
点
か
ら
は
、

「
秋
の
風
」
が
、
姉
の
い
る
「
戦
地
」
か
ら
、
は
る
ば
る
と
や
っ
て
き
た
こ
と
で
、

姉
を
思
い
出
し
、
そ
の
白
衣
姿
を
髣
髴
と
す
る
も
の
。
姉
は
、
従
軍
看
護
婦
で
あ

る
が
、
児
童
の
投
稿
作
品
に
、
従
軍
看
護
婦
が
登
場
し
た
の
は
、
こ
の
作
品
が
始

め
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
父
や
兄
が
兵
士
と
し
て
戦
場
に
在
る
だ
け
で
な
く
、

姉
も
戦
場
に
居
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
戦
争
は
男
が
起
こ
し
、
男
だ
け
で
な
く

女
も
戦
場
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
飛
行
機
」（
茨
城
県
若
松
東
校
五
年
男
子
、
十
一
月
二
日
）
は
、
次
の
よ
う
な

作
品
。

―８５―（ ）８５

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



あ
、
飛
行
機
だ
。

教
室
の
窓
か
ら
見
る
と
、
三
台
編
隊
を
つ
く
つ
て

と
ん
で
行
く
。

ど
の
窓
に
も

頭
が
ず
つ
と
並
ん
だ
。

先
生
も
首
を
の
ば
し
て
見
て
ゐ
る
。

さ
わ
ぐ
生
徒
の
こ
ゑ
に
ま
じ
つ
て
、
先
生
の
太
い
こ
ゑ
も

き
こ
え
て
来
る
。

小
学
校
の
上
空
を
三
機
編
隊
の
「
飛
行
機
」
が
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
様
子
を
、

視
覚
的
聴
覚
的
に
切
り
取
っ
て
見
せ
た
。「
生
徒
」
の
歓
声
に
混
じ
っ
て
、「
先
生

の
太
い
こ
ゑ
」
が
聞
え
た
。「
戦
地
」
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
、
一
見
、
長
閑
な
光
景

と
い
え
よ
う
。

「
防
空
演
習
の
後
」（
静
岡
県
横
須
賀
校
高
二
女
子
、
十
一
月
九
日
）
は
、「
町
を

通
つ
た
ら
、
軒
々
に
、
わ
ら
じ
や
足
袋
の
ぬ
れ
た
の
が
乾
し
て
あ
つ
た
」
り
、「
モ

ン
ペ
を
火
で
あ
ぶ
つ
て
ゐ
た
」
の
で
、「
今
終
つ
た
と
こ
だ
な
、
と
思
つ
て
通
つ
た
」

と
い
う
作
品
。「
防
空
演
習
」
は
、「
綴
方
」
の
項
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
十
月
一

日
か
ら
四
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
折
の
作
品
か
。

「
お
礼
の
手
紙
」（
秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
六
年
女
子
、
十
一
月
十
五
日
）
の

冒
頭
部
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

「
郵
便
。」

あ
ゝ
、

兵
隊
さ
ん
か
ら
だ
。

「
郵
便
」
は
、「
長
ら
く
家
に
泊
つ
て
ゐ
た
兵
隊
さ
ん
の
、
み
ん
な
能
代
を
思
つ

て
る
、
お
礼
の
手
紙
」
だ
っ
た
。
こ
の
児
童
の
家
に
泊
ま
っ
て
い
た
の
は
、
四
人
。

演
習
の
為
の
宿
泊
で
あ
っ
た
か
、
或
は
「
長
ら
く
」
か
ら
は
、
軍
の
施
設
で
も
設

営
す
る
た
め
の
宿
泊
で
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
民
間
の
住
宅
に
、
兵
士

が
宿
泊
し
た
り
、
食
事
の
場
と
し
て
提
供
さ
れ
た
り
し
た
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
白
衣
の
兄
」（
茨
城
県
境
校
六
年
女
子
、
十
一
月
十
六
日
）
は
、「
兵
隊
に
い
つ

た
隆
ち
や
ん
、
は
れ
も
の
で
陸
軍
病
院
に
入
つ
て
ゐ
ま
す
」
と
い
う
作
品
。
母
が
、

見
舞
い
に
行
っ
た
ら
、「
白
い
着
物
着
て
、
寝
台
の
上
に
、
ね
て
ま
し
た
」。
軍
人

と
「
白
衣
」
と
の
組
合
せ
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
で
は
、
大
方
が
「
名
誉
の
負
傷
」

に
よ
る
傷
痍
軍
人
の
場
合
で
あ
っ
た
。「
は
れ
も
の
」
で
の
「
白
衣
」
で
、
ほ
っ
と

さ
せ
ら
れ
る
。

「
役
場
」（
千
葉
県
大
森
校
五
年
女
子
、
十
一
月
二
十
七
日
）
の
結
部
は
、「
役
場
」

の
「
前
の
土
手
に
は
、
兵
隊
さ
ん
が
、
の
ん
き
さ
う
に
、
煙
草
を
す
つ
て
ゐ
る
」

と
い
う
も
の
。
こ
の
「
兵
隊
さ
ん
」
が
、
な
ぜ
「
土
手
」
に
い
る
の
か
は
不
詳
で

あ
る
が
、「
の
ん
き
さ
う
」
な
の
は
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
西
園
寺
公
爵
」（
千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
高
一
女
子
、
十
二
月
十
一
日
）
は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

明
治
の
昔
か
ら
、
お
国
の
為
に
働
い
て
下
さ
つ
た

西
園
寺
公
爵
。

今
は
日
比
谷
の
公
園
で
、
国
葬
が
始
め
ら
れ
た
だ
ら
う
。

じ
つ
と
、
黙
想
し
て
ゐ
る
と
、
お
年
寄
の
公
爵
の
お
息
が
、

聞
え
る
や
う
だ
。

西
園
寺
公
望
は
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
四
日
、
静
岡
県
興
津
坐
漁
荘
で
死

去
（
享
年
九
二
歳
）。
国
葬
が
、
十
二
月
五
日
、
日
比
谷
公
園
で
挙
行
さ
れ
た
。

「
大
根
」（
北
海
道
鹿
ノ
谷
校
四
年
男
子
、
十
二
月
十
七
日
）
は
、
弟
が
大
根
洗

い
か
ら
、「
戦
ひ
ご
つ
こ
に
行
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
内
容
。「
戦
ひ
ご
つ
こ
」

の
言
葉
か
ら
、
時
局
柄
の
言
葉
を
含
ん
だ
作
品
と
し
て
挙
げ
た
。

「
回
ら
ん
板
」（
神
奈
川
県
横
浜
市
帷
子
校
三
年
男
子
、
同
前
）
は
、「
一
日
か
ら

お
宮
で
始
る
、
ラ
ヂ
オ
体
さ
う
の
事
だ
つ
た
。
僕
は
急
い
で
、
隣
の
家
へ
も
持
つ

（ ）８６―８６―



て
つ
た
」
と
い
う
作
品
。「
一
日
」
が
い
つ
の
こ
と
か
特
定
は
出
来
な
い
が
、
掲
載

時
に
遠
く
な
い
時
期
と
す
れ
ば
、「
ラ
ヂ
オ
体
操
」
へ
の
参
加
が
、
気
温
が
低
く
な
っ

て
も
要
請
さ
れ
、
通
年
で
の
修
養
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。「
俳
句
」
作
品

「
霜
踏
ん
で
ラ
ヂ
オ
体
操
声
高
く
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
十
二
月
十
七
日
（
第
一

三
二
〇
号
）
で
あ
っ
た
。

「
兵
隊
ご
つ
こ
」（
茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
十
二
月
十
八
日
）
は
、

題
名
通
り
「
ぼ
く
は
大
将
に
な
つ
た
」
に
は
じ
ま
る
。
投
げ
た
石
は
「
て
つ
か
ぶ

と
」
に
あ
た
っ
た
と
の
こ
と
。
遊
び
用
の
鉄
兜
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
応
召
兵
」（
秋
田
県
秋
田
市
高
等
校
一
男
子
、
十
二
月
二
十
六
日
）
は
、
次
の

よ
う
な
作
品
。

「
バ
ン
ザ
イ
。」
と
聞
い
た
僕
は
、

後
を
ふ
り
返
つ
て
み
た
ら
、
長
い
幾
本
か
の
旗
と
、

黒
い
人
垣
の
中
に
、
子
供
や
父
母
が
立
つ
て
ゐ
た
。

母
は
子
に
、
別
れ
の
言
葉
で
あ
ら
う

話
は
終
つ
た
の
か
、「
あ
り
が
た
う
。」
と
言
つ
た
ら
、

み
ん
な
が
バ
ン
ザ
イ
と
叫
ん
だ
。

作
者
は
、
こ
の
出
征
す
る
兵
士
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
作
品
か

ら
は
、
母
親
が
出
征
す
る
息
子
に
激
励
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、「
詩
」
に
つ
い
て
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
一
四
作
品
を

検
討
し
て
き
た
。
作
品
「
九
月
」
に
み
る
よ
う
に
、「
戦
時
下
」
は
日
常
化
し
、
軍

隊
が
「
赤
ち
や
ん
」
の
眠
り
を
覚
ま
す
こ
と
も
な
い
ほ
ど
、
生
活
の
隣
に
存
在
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
綴
方
」
に
も
見
ら
れ
た
節
米
は
、
い
よ
い
よ

「
銃
後
」
に
求
め
ら
れ
、
米
麦
の
混
合
飯
と
な
っ
て
い
っ
た
。
姉
が
従
軍
看
護
婦
と

し
て
「
戦
場
」
に
あ
れ
ば
、
兄
は
「
白
衣
」
の
兵
士
と
し
て
病
床
に
い
た
。
そ
し

て
、「
応
召
兵
」
を
見
送
る
児
童
も
い
た
。
児
童
に
と
っ
て
、「
戦
時
下
」
は
、
い

よ
い
よ
日
常
化
し
た
環
境
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

「
短
歌
」
を
検
討
す
る
。

「
短
歌
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
一
五
二
首
。
前
年
の
十
四
年
度
で
は
、
第
一
四
半
期

三
九
、
第
二
四
半
期
四
〇
、
第
三
四
半
期
二
九
、
第
四
四
半
期
が
二
一
で
あ
り
、

十
五
年
第
一
四
半
期
が
六
○
、
第
二
四
半
期
が
三
○
、
第
三
四
半
期
が
八
一
首
。

こ
の
第
四
四
半
期
は
一
五
二
首
で
あ
り
、
十
四
年
度
も
含
め
て
、
最
も
多
い
掲
載

数
と
な
っ
た
。

な
お
、
掲
載
さ
れ
た
一
五
二
首
の
う
ち
、
同
じ
作
者
に
よ
る
作
品
掲
載
は
、
四

首
が
一
人
（
約
二
・
六
％
）、
三
首
が
二
人
（
約
三
・
九
％
）、
二
首
が
十
八
人
（
約

二
三
・
八
％
）。
数
値
上
か
ら
は
、
二
首
掲
載
さ
れ
た
児
童
が
約
二
四
％
と
な
り
、

複
数
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
約
二
五
・
七
％
と
な
る
。
掲
載
数
が
増
加
し
た
も
の

の
、
複
数
掲
載
さ
れ
た
児
童
も
多
数
と
な
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
一
五
二
首
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色

を
含
む
も
の
は
、
次
の
四
○
首
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
で
は
三
九
首
中
一
〇
（
約
二
五
・
六
％
）、
第
二

四
半
期
で
は
四
○
首
中
一
二
（
三
○
％
）、
第
三
四
半
期
で
は
二
九
首
中
八
（
約
二

七
・
六
％
）、
第
四
四
半
期
で
は
二
一
首
中
六
（
約
二
八
・
六
％
）、
十
五
年
第
一

四
半
期
で
は
六
○
首
中
二
三
（
約
三
八
・
三
％
）、
第
二
四
半
期
で
は
三
○
首
中
三

（
一
○
％
）、
第
三
四
半
期
で
は
八
一
首
中
一
六
（
約
一
九
・
七
％
）
で
あ
り
、
第

四
四
半
期
は
一
五
二
作
品
中
四
○
首
（
約
三
九
・
六
）。
掲
載
作
品
は
も
と
よ
り
、

そ
の
掲
載
作
品
に
占
め
る
「
戦
時
下
」
色
の
割
合
で
も
二
年
間
で
最
も
高
率
と
な
っ

た
。

支
那
事
変
は
じ
ま
っ
て
か
ら
四
年
目
の
秋
に
み
ご
と
に
米
の
花
さ
く

（
福
島
県
四
倉
校
五
年
女
子
、
十
月
二
日
・
水
、
第
一
二
五
五
号
）

万
歳
の
声
わ
き
上
り
出
征
す
勇
士
を
送
り
我
は
旗
ふ
る

（
千
葉
県
布
佐
校
六
年
男
子
、
十
月
十
日
・
木
、
第
一
二
六
二
号
）

戦
地
か
ら
帰
つ
た
勇
士
の
顔
み
れ
ば
日
頃
の
苦
労
し
み
じ
み
あ
ら
は
る

（
東
京
市
品
川
区
大
井
校
三
年
男
子
、
十
月
十
三
日
・
日
、
第
一
二
六
五
号
）

出
征
旗
は
大
空
の
下
に
ひ
る
が
へ
り
日
本
男
子
の
意
気
を
示
し
を
り

―８７―（ ）８７

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



（
栃
木
県
粕
尾
第
一
校
高
二
女
子
、
同
前
）

兄
と
共
に
八
坂
の
宮
に
詣
で
れ
ば
拍
手
の
音
も
高
く
き
こ
ゆ
る

（
宮
城
県
古
川
校
高
一
男
子
、
十
月
十
五
日
・
火
、
第
一
二
六
七
号
）

大
君
に
召
さ
れ
て
征
つ
た
兄
上
の
武
運
を
母
は
朝
夕
祈
る

（
山
梨
県
高
田
校
高
一
女
子
、
十
月
二
十
三
日
・
水
、
第
一
二
七
三
号
）

今
も
な
ほ
戦
線
に
あ
る
つ
は
も
の
に
慰
問
袋
を
送
る
う
れ
し
さ

（
栃
木
県
粕
尾
校
高
二
女
子
、
同
前
）

曹
宅
に
散
り
し
勇
士
の
野
墓
所
山
裾
に
し
て
町
を
見
下
す

（
東
京
府
下
五
日
市
校
高
一
男
子
、
十
月
二
十
四
日
・
木
、
第
一
二
七
四
号
）

出
征
の
兵
士
行
く
ら
し
山
す
そ
を
ぬ
ひ
行
く
汽
車
に
日
の
丸
の
見
ゆ

（
静
岡
県
裾
野
泉
校
高
一
男
子
、
十
月
二
十
七
日
・
日
、
第
一
二
七
七
号
）

万
歳
と
い
つ
て
兵
士
の
戦
死
せ
る
日
よ
り
我
等
の
国
は
強
し

（
山
形
県
山
形
男
子
高
等
校
二
男
子
、
十
月
三
十
一
日
・
木
、
第
一
二
八
○
号
）

明
日
は
征
く
馬
と
夕
陽
に
立
ち
つ
く
し
今
日
を
限
り
な
る
草
は
ま
せ
け
り

（
千
葉
県
大
多
喜
校
六
年
男
子
、
十
一
月
九
日
・
土
、
第
一
二
八
八
号
）

静
か
な
る
朝
の
宮
居
に
詣
で
れ
ば
名
も
な
き
鳥
の
声
の
澄
み
け
り

（
東
京
市
江
戸
川
区
小
岩
校
高
一
男
子
、
十
一
月
十
日
・
日
、
第
一
二
八
九
号
）

い
そ
い
そ
と
帰
り
て
見
れ
ば
わ
が
家
に
布
新
し
き
日
の
丸
の
旗

（
山
梨
県
泉
校
高
一
男
子
、
同
前
）

日
の
本
の
国
に
生
れ
し
あ
り
が
た
さ
戦
の
日
に
も
学
校
へ
行
く

（
山
形
県
上
山
校
六
年
男
子
、
同
前
）

入
営
の
兄
の
軍
服
そ
つ
と
着
て
鏡
に
立
ち
て
う
つ
し
見
る
か
な

（
埼
玉
県
岡
部
校
六
年
男
子
、
十
一
月
十
三
日
・
水
、
第
一
二
九
一
号
）

木
枯
し
の
す
さ
ぶ
夜
な
り
顔
寄
す
る
子
等
に
戦
地
の
文
読
み
き
か
す

（
北
海
道
野
田
校
高
二
男
子
、
十
一
月
十
四
日
・
木
、
第
一
二
九
二
号
）

学
校
の
昼
の
休
み
の
楽
し
け
れ
木
か
げ
に
兄
の
軍
事
便
書
き
を
り

（
福
島
県
若
松
第
一
校
高
一
男
子
、
十
一
月
十
四
日
・
木
、
第
一
二
九
二
号
）

い
た
づ
き
し
兵
や
す
か
れ
と
黙
祷
を
し
を
へ
て
見
れ
ば
母
は
ほ
ほ
ゑ
む

（
山
梨
県
増
穂
校
高
一
男
子
、
十
一
月
十
七
日
・
日
、
第
一
二
九
五
号
）

病
む
友
に
便
り
書
き
つ
つ
思
ふ
か
な
明
日
に
迫
り
し
強
歩
訓
練
を

（
東
京
市
江
戸
川
区
小
岩
校
高
一
男
子
、
十
一
月
二
十
日
・
水
、
第
一
二
九
七
号
）

ま
け
た
け
ど
よ
く
戦
つ
た
と
先
生
が
朝
会
の
と
き
お
ほ
め
に
な
つ
た

（
茨
城
県
清
田
校
高
一
女
子
、
十
一
月
二
十
二
日
・
金
、
第
一
二
九
九
号
）

太
陽
の
強
い
光
り
に
照
ら
さ
れ
て
今
戦
闘
機
は
金
色
に
見
ゆ

（
群
馬
県
芝
根
校
高
一
男
子
、
十
一
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
三
○
三
号
）

召
さ
れ
ゆ
く
兵
士
を
送
る
旗
波
に
朝
霧
け
む
る
秋
深
き
頃

（
千
葉
県
周
西
校
高
二
男
子
、
十
一
月
二
十
八
日
・
木
、
第
一
三
○
四
号
）

戦
勝
の
ニ
ュ
ー
ス
は
兄
の
部
隊
な
り
一
語
も
も
れ
じ
と
息
の
み
て
聞
く

（
静
岡
県
敷
地
校
高
一
男
子
、
十
二
月
三
日
・
火
、
第
一
三
○
八
号
）

万
歳
の
声
ホ
ー
ム
は
埋
ま
り
て
わ
が
つ
は
も
の
は
今
ぞ
い
で
行
く

（
青
森
県
八
戸
市
白
銀
校
高
一
男
子
、
十
二
月
五
日
・
木
、
第
一
三
一
○
号
）

何
時
ま
で
も
御
国
の
為
に
尽
く
し
た
る
西
園
寺
公
を
拝
む
今
日
か
な

（
千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
高
一
男
子
、
十
二
月
十
一
日
・
水
、
第
一
三
一
五
号
）

明
治
よ
り
代
々
を
重
ね
て
君
の
た
め
尽
く
し
た
て
が
ら
西
園
寺
公

（
同
前
）

昔
よ
り
君
に
仕
へ
て
勲
あ
る
公
今
安
ら
か
に
神
と
な
り
け
り

（
山
形
県
上
山
校
高
一
男
子
、
十
二
月
十
二
日
・
木
、
第
一
三
一
六
号
）

国
の
た
め
君
の
た
め
に
と
勇
士
等
が
進
む
姿
は
雄
々
し
か
り
け
り

（
新
潟
県
栃
尾
校
五
年
男
子
、
同
前
）

顔
知
ら
ぬ
将
士
な
れ
ど
も
万
歳
の
声
を
か
ぎ
り
に
我
は
叫
べ
り

（
山
形
県
高
瀬
校
高
一
男
子
、
十
二
月
十
三
日
・
金
、
第
一
三
一
七
号
）

道
場
の
前
に
ひ
ら
め
く
日
章
旗
わ
れ
い
ざ
行
か
ん
満
洲
の
野
に

（
山
形
県
酒
田
市
琢
成
校
高
一
男
子
、
十
二
月
十
四
日
・
土
、
第
一
三
一
八
号
）

慰
問
文
と
共
に
送
り
し
稲
の
穂
が
届
い
て
嬉
し
と
返
事
来
に
け
り

（
静
岡
県
横
須
賀
校
高
二
女
子
、
十
二
月
十
五
日
・
日
、
第
一
三
一
九
号
）

晴
天
に
兵
士
征
く
ら
し
山
越
え
て
遥
か
に
聞
ゆ
る
万
歳
の
声

（
新
潟
県
長
沢
校
高
二
男
子
、
十
二
月
十
八
日
・
水
、
第
一
三
二
一
号
）

征
く
兄
の
支
度
を
母
は
幾
度
か
調
べ
居
り
け
り
更
け
し
秋
の
夜

（
栃
木
県
粕
尾
第
一
校
高
二
女
子
、
十
二
月
十
九
日
・
木
、
第
一
三
二
二
号
）

（ ）８８―８８―



出
征
の
兄
よ
り
来
た
る
手
紙
な
り
声
た
て
て
読
め
と
母
は
の
た
ま
ふ

（
秋
田
県
豊
川
校
高
二
男
子
、
同
前
）

く
も
り
空
掲
揚
台
の
旗
低
く
今
日
の
悲
し
み
あ
ら
は
に
し
に
け
り

（
千
葉
県
竹
岡
校
六
年
女
子
、
十
二
月
二
十
日
・
金
、
第
一
三
二
三
号
）

子
供
ら
が
戦
争
ご
つ
こ
の
手
に
持
つ
は
敵
も
味
方
も
日
の
丸
の
旗

（
新
潟
県
山
谷
校
高
二
男
子
、
十
二
月
二
十
五
日
・
水
、
第
一
三
二
七
号
）

奉
祝
に
戴
き
ま
し
た
饅
頭
を
神
に
供
へ
て
母
を
待
ち
ゐ
た
り

（
秋
田
県
豊
川
校
六
年
男
子
、
十
二
月
二
十
八
日
・
土
、
第
一
三
三
○
号
）

戦
地
よ
り
来
た
る
手
紙
を
弟
ら
は
我
読
む
と
い
ひ
奪
ひ
あ
ふ
か
な

（
福
島
県
高
坂
校
高
二
男
子
、
十
二
月
二
十
九
日
・
日
、
第
一
三
三
一
号
）

高
圧
線
の
た
る
み
の
も
と
に
勤
労
の
鍬
を
大
き
く
打
ち
ふ
り
に
け
り

（
東
京
市
江
戸
川
区
小
岩
校
高
一
男
子
、
同
前
）

弟
が
描
き
し
今
日
の
慰
問
画
は
富
士
の
裾
野
に
菊
の
花
か
な

（
埼
玉
県
尾
田
蒔
校
高
二
男
子
、
十
二
月
三
十
日
・
月
、
第
一
三
三
二
号
）

第
一
首
「
支
那
事
変
」
の
作
品
は
、「
は
じ
ま
つ
て
か
ら
四
年
目
の
秋
」
と
あ
る

よ
う
に
、「
支
那
事
変
」
の
発
端
は
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
で
の
軍
事

衝
突
で
あ
っ
た
か
ら
、
十
五
年
秋
は
「
四
年
目
の
秋
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
作

品
に
は
「
み
ご
と
に
米
の
花
さ
く
」
と
あ
る
が
、
作
品
掲
載
の
三
日
後
の
「
東
日

小
学
生
新
聞
」
は
、「
綴
方
」
の
項
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
、「
内
地
」
で

の
予
想
収
穫
高
は
、
前
年
よ
り
減
収
と
報
じ
た
。
児
童
の
住
む
福
島
で
は
、
実
り

多
い
秋
に
な
る
と
期
待
で
き
た
と
い
う
こ
と
か
。

第
二
首
「
万
歳
の
」
の
作
品
は
、「
出
征
す
勇
士
」
を
「
送
り
我
は
旗
ふ
る
」
と

い
う
も
の
で
、
児
童
も
そ
の
見
送
り
の
場
に
い
た
と
い
う
こ
と
。
近
親
者
の
出
征

か
、
そ
れ
と
も
動
員
さ
れ
て
の
見
送
り
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、「
旗
」
を
振
っ

て
見
送
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

こ
の
十
五
年
第
四
四
半
期
「
短
歌
」
の
項
に
お
け
る
特
徴
は
、「
出
征
」
に
関
す

る
作
品
が
目
に
付
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
戦
時
下
」
或
は
時
局
柄
を
背
景
と
す

る
作
品
は
、
四
十
首
に
及
び
、
そ
の
内
、「
出
征
」
に
纏
わ
る
作
品
は
十
一
首
、
二

七
・
五
％
で
あ
っ
た
。「
短
歌
」
の
総
掲
載
、
一
○
一
作
品
に
対
し
て
も
、
ほ
ぼ
一

割
と
な
る
。

第
四
首
「
出
征
旗
は
大
空
の
下
ひ
る
が
へ
り
」
も
、「
出
征
」
見
送
り
の
場
に
い

た
児
童
の
視
点
か
ら
の
作
品
。

第
九
首
「
出
征
の
」
は
、「
出
征
の
兵
士
」
を
乗
せ
て
い
く
の
か
、
走
っ
て
い
く

汽
車
に
「
日
の
丸
」
が
見
え
る
と
い
う
も
の
で
、
児
童
が
見
送
り
の
場
に
い
た
わ

け
で
は
な
い
。

第
一
一
首
は
、「
明
日
は
征
く
馬
」
と
の
別
れ
を
惜
し
む
児
童
が
い
る
。
戦
場
に

送
ら
れ
る
の
は
、
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
愛
馬
を
「
出
征
」
さ

せ
る
作
品
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
月
二
日

（
第
一
二
五
五
号
）
第
二
面
で
は
、「
お
馬
の
道
場
馬
事
公
苑
開
か
れ
る
」
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
少
年
も
一
般
も
乗
馬
訓
練
が
出
来
る
施
設
で
あ
っ
た
が
、「
苑
長
」

が
「
山
本
陸
軍
少
将
」
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

第
一
五
首
「
入
営
の
」
は
、
入
営
す
る
兄
の
軍
服
を
着
て
み
た
児
童
の
作
品
。

第
二
二
首
「
召
さ
れ
ゆ
く
」
は
、
出
征
兵
士
を
見
送
る
時
間
が
「
朝
霧
」
の
立

つ
頃
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。

第
二
四
首
「
万
歳
の
」
は
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
出
征
兵
士
を
送
っ
た
児
童
の
作
品
。

第
二
八
首
「
国
の
た
め
君
の
た
め
に
と
勇
士
等
が
進
む
姿
は
雄
々
し
か
り
け
り
」

は
、
出
征
の
光
景
で
の
も
の
か
。

第
二
九
首
「
顔
知
ら
ぬ
」
は
、
出
征
の
見
送
り
に
動
員
さ
れ
た
児
童
の
作
品
。

「
顔
知
ら
ぬ
将
士
な
れ
ど
も
」
に
、
そ
の
間
の
事
情
が
読
み
取
れ
る
。

第
三
二
首
「
晴
天
に
」
は
、
遠
く
「
山
越
え
て
」
聞
え
る
「
万
歳
の
声
」
に
、

出
征
兵
の
見
送
り
を
思
い
至
る
も
の
。

第
三
三
首
「
征
く
兄
の
」
は
、
出
征
す
る
兄
を
気
遣
う
母
の
姿
を
児
童
は
目
の

当
た
り
に
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

一
一
首
の
「
出
征
」
に
纏
わ
る
作
品
の
う
ち
、
投
稿
児
童
の
肉
親
が
出
征
す
る

の
は
、
二
作
品
。
自
分
の
家
の
馬
が
徴
用
さ
れ
た
と
す
る
作
品
が
一
首
。
大
方
は
、

出
征
の
見
送
り
で
あ
っ
た
が
、
三
首
が
投
稿
児
童
と
縁
が
あ
り
、
戦
場
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

―８９―（ ）８９

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



第
三
首
「
戦
地
か
ら
帰
つ
た
勇
士
の
」
は
、
戦
地
か
ら
の
帰
還
兵
が
身
近
に
居

た
と
い
う
こ
と
か
。

第
五
首
「
兄
と
共
に
」
は
、
近
く
の
神
社
へ
の
神
詣
で
の
作
品
。
こ
れ
ま
で
も

検
討
し
て
き
た
が
、
児
童
は
、
近
く
の
神
社
で
の
武
運
長
久
の
祈
り
を
要
請
さ
れ

て
い
た
。

第
六
首
「
大
君
に
」
は
、
兄
が
出
征
中
で
あ
り
、
母
が
朝
夕
祈
る
「
武
運
長
久
」

を
弟
で
あ
る
作
者
が
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

第
一
二
首
「
静
か
な
る
」
も
、
児
童
に
要
請
さ
れ
て
い
た
神
社
へ
の
参
拝
の
折

の
作
品
。

第
七
首
「
今
も
な
ほ
」、
第
四
○
首
「
弟
が
」
は
、
戦
地
へ
の
慰
問
袋
に
関
す
る

作
品
。
銃
後
か
ら
様
々
な
品
物
が
戦
地
へ
送
ら
れ
た
。「
弟
が
」
描
い
た
も
の
は
、

「
富
士
の
裾
野
に
菊
の
花
」。
富
士
山
と
菊
の
花
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
の
象

徴
で
あ
っ
た
。

第
八
首
「
曹
宅
に
」
は
、
戦
死
し
た
兵
士
の
墓
が
山
裾
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

戦
死
し
た
兵
士
と
面
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

「
日
の
丸
」
が
見
え
る
の
は
、
第
九
首
「
出
征
の
」、
第
一
三
首
「
い
そ
い
そ
と
」、

第
三
六
首
「
子
供
ら
」
の
三
作
品
。「
い
そ
い
そ
と
」
自
宅
に
帰
っ
た
児
童
は
、
な

ぜ
「
い
そ
い
そ
と
」
な
の
で
あ
ろ
か
。「
新
し
き
日
の
丸
の
旗
」
は
、
な
ぜ
、
こ
の

児
童
の
自
宅
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
児
童
の
肉
親
の
出
征
で
も
予
定
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
六
首
「
木
枯
し
の
」、
第
三
一
首
「
慰
問
文
と
」、
第
三
四
首
「
出
征
の
」、

第
三
八
首
「
戦
地
よ
り
」
の
四
首
は
、
い
ず
れ
も
戦
地
か
ら
の
便
り
を
待
つ
児
童

の
作
品
。
つ
ま
り
、
兄
を
は
じ
め
肉
親
が
戦
地
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
一
七
首
「
学
校
の
」
は
、
兄
へ
の
「
軍
事
便
」
を
書
い
て
い
る
児
童
が
い
る
。

第
一
八
首
「
い
た
づ
き
し
」
の
作
品
は
、
病
気
に
な
っ
た
兵
士
の
見
舞
い
か
。

西
園
寺
公
望
の
国
葬
に
関
す
る
作
品
は
、
第
二
五
首
「
何
時
ま
で
も
」、
第
二
六

首
「
明
治
よ
り
」、
第
二
七
首
「
昔
よ
り
」、
第
三
五
首
「
く
も
り
空
」
の
四
作
品
。

「
綴
方
」
の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
西
園
寺
公
望
は
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
四

日
、
静
岡
県
興
津
坐
漁
荘
で
死
去
し
、
国
葬
が
、
十
二
月
五
日
、
日
比
谷
公
園
で

挙
行
さ
れ
た
。

第
三
○
首
「
道
場
の
」
は
、「
満
洲
の
野
」
に
「
い
ざ
行
か
ん
」
と
す
る
児
童
の

作
品
で
あ
り
、
こ
の
児
童
は
、「
満
蒙
開
拓
少
年
義
勇
軍
」
に
加
わ
る
意
志
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
。

第
三
七
首
「
奉
祝
に
」
は
、
十
一
月
十
日
、
神
宮
外
苑
に
て
開
催
さ
れ
た
「
紀

元
二
千
六
百
年
大
奉
祝
式
典
」
に
関
連
し
た
地
方
の
祝
典
に
「
饅
頭
」
が
児
童
に

支
給
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
四
日

（
第
一
二
九
二
号
）
第
二
面
に
は
、「
七
ヶ
宿
村
の
奉
祝
餅
に
」
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。「
十
日
の
奉
祝
式
に
、
紅
白
の
餅
を
児
童
に
配
り
心
か
ら
よ
き
日
を
お

祝
ひ
」
と
あ
り
、「
饅
頭
」
や
「
紅
白
の
餅
」
が
児
童
に
配
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
現
れ
た
「
短
歌
」
四
○
首
を
検
討
し
た
。

こ
の
う
ち
「
出
征
」
に
関
す
る
作
品
は
、
馬
の
出
征
を
除
い
て
十
首
に
及
び
、

ま
た
、
戦
地
か
ら
の
便
り
や
戦
地
へ
の
便
り
を
内
容
と
す
る
作
品
を
含
め
て
、
児

童
の
肉
親
と
推
定
さ
れ
る
「
出
征
兵
」
や
戦
地
に
い
る
「
兵
士
」
が
作
品
背
景
に

指
摘
で
き
る
の
は
、
八
作
品
（
八
人
）
に
上
る
。

十
五
年
第
一
四
半
期
の
「
短
歌
」
に
は
、
兄
の
出
征
を
内
容
と
す
る
作
品
が
三

首
見
ら
れ
て
お
り
、
第
二
四
半
期
に
は
肉
親
の
出
征
風
景
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

第
三
四
半
期
で
は
、
身
内
の
「
兵
隊
さ
ん
」
は
五
首
五
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
第
四
四
半
期
は
、
作
品
の
掲
載
数
の
増
大
と
合
わ
せ
て
、
よ
り
一
層
、

戦
場
が
投
稿
児
童
の
身
辺
に
迫
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
十
作
品
の
「
出
征
」
は
、
掲
載
順
に
挙
げ
る
と
、
千
葉
県
、
栃
木

県
、
静
岡
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
青
森
県
、
新
潟
県
、
山
形
県
、
新
潟
県
、
栃

木
県
と
な
る
。「
出
征
」
が
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
、
中
部
地
方
に
及
び
、「
東
日

小
学
生
新
聞
」
の
販
売
エ
リ
ア
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
新
た
な

「
兵
隊
さ
ん
」
が
、
求
め
ら
れ
、
児
童
の
兄
が
父
が
、
肉
親
が
召
集
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
の
証
で
あ
っ
た
。

「
俳
句
」
を
検
討
す
る
。

「
俳
句
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
二
二
三
句
。
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前
年
の
十
四
年
度
で
は
、
第
一
四
半
期
八
八
、
第
二
四
半
期
九
四
、
第
三
四
半

期
七
一
、
第
四
四
半
期
七
三
で
あ
り
、
十
五
年
第
一
四
半
期
が
九
八
、
第
二
四
半

期
が
九
八
、
第
三
四
半
期
一
三
七
句
。
十
四
、
五
年
度
に
お
い
て
最
多
の
掲
載
と

な
っ
た
。

な
お
、
掲
載
さ
れ
た
二
二
三
句
の
う
ち
、
同
じ
作
者
に
よ
る
作
品
で
は
、
三
句

の
掲
載
が
一
人
（
山
形
県
川
端
校
六
年
女
子
）、
二
句
が
二
二
人
。
同
じ
在
籍
校
学

年
、
同
姓
で
あ
る
「
金
三
郎
」「
重
三
郎
」、「
善
三
」「
善
蔵
」、
同
姓
同
名
だ
が
学

年
が
違
う
も
の
も
誤
植
と
考
え
、
同
じ
児
童
と
し
た
。
な
お
、「
金
三
郎
」「
重
三

郎
」
名
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
で
、
同
じ
作
品
が
二
日
間
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ

れ
た
。

ま
た
、
同
一
在
籍
校
同
一
学
年
で
は
、
秋
田
県
大
森
校
六
年
の
六
名
六
句
。

同
様
に
、
同
一
在
籍
校
同
一
学
年
で
は
、
栃
木
県
東
大
蘆
校
高
二
の
二
人
三
句

東
京
市
世
田
谷
区
松
原
校
五
年
の
三
人
三
句
。

同
一
在
籍
校
同
一
学
年
で
二
句
は
、
同
じ
児
童
の
二
二
校
の
ほ
か
、
八
校
一
六

人
。
錦
糸
校
六
年
「
阿
久
津
厚
」「
阿
津
厚
久
」
は
同
一
児
童
と
も
推
測
で
き
る
が
、

別
人
と
し
た
。
栃
木
県
「
五
生
校
高
一
・
田
口
ク
ニ
子
」
と
「
玉
生
校
高
一
・
田

中
ク
ニ
子
」
は
同
一
児
童
と
推
測
し
た
。

つ
ま
り
、
同
一
児
童
に
よ
る
作
品
は
、
二
十
三
人
四
七
句
と
、
複
数
掲
載
さ
れ

た
作
者
が
い
た
一
方
、
多
く
の
投
稿
作
品
が
み
ら
れ
、「
俳
句
」
へ
の
広
い
取
り
組

み
が
見
ら
れ
た
。

掲
載
さ
れ
た
二
二
三
句
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
が

現
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
一
六
句
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
は
八
八
句
の
う
ち
一
一
（
一
二
・
五
％
）、
第
二

四
半
期
は
九
四
句
の
う
ち
七
（
約
七
・
四
％
）、
第
三
四
半
期
は
七
一
句
の
う
ち
六

（
約
八
・
五
％
）、
第
四
四
半
期
は
七
三
句
の
う
ち
九
（
約
一
二
・
三
％
）、
十
五
年

第
一
四
半
期
は
九
八
句
の
う
ち
一
九
（
約
一
九
・
四
％
）、
第
二
四
半
期
は
同
じ
く

九
八
句
の
う
ち
一
五
（
約
一
五
・
三
％
）、
第
三
四
半
期
は
一
三
七
作
品
の
う
ち
一

四
（
約
一
○
・
二
％
）、
第
四
四
半
期
は
二
二
三
句
の
う
ち
一
六
句
（
約
七
・
二
％
）。

従
っ
て
、
掲
載
数
で
は
、
十
四
、
十
五
年
度
の
う
ち
で
最
も
多
い
掲
載
数
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
率
的
に
は
最
も
低
く
な
っ
た
。

英
霊
よ
安
ら
か
に
眠
れ
い
ま
ぞ
御
親
拝

（
静
岡
県
吉
原
校
高
二
男
子
、
十
月
十
三
日
・
日
、
第
一
二
六
五
号
）

十
五
夜
の
だ
ん
ご
今
年
は
小
麦
か
な

（
福
島
県
湯
本
校
五
年
男
子
、
十
月
二
十
四
日
・
木
、
第
一
二
七
四
号
）

青
空
に
ぱ
つ
と
浮
か
ん
だ
パ
ラ
シ
ウ
ト

（
千
葉
県
船
橋
市
葛
飾
校
四
年
女
子
、
同
前
）

日
独
伊
仰
ぐ
日
の
丸
風
に
な
る

（
秋
田
県
本
荘
校
高
二
男
子
、
十
月
二
十
五
日
・
金
、
第
一
二
七
五
号
）

秋
晴
れ
や
召
さ
る
人
あ
り
出
征
旗

（
秋
田
県
矢
島
校
高
二
男
子
、
十
月
二
十
九
日
・
火
、
第
一
二
七
八
号
）

大
陸
で
凧
を
揚
げ
た
き
こ
の
心

（
群
馬
県
太
田
校
高
一
男
子
、
十
一
月
六
日
・
水
、
第
一
二
八
五
号
）

戦
線
へ
持
た
し
て
行
き
た
し
菊
の
花

（
千
葉
県
木
下
校
高
一
男
子
、
十
一
月
十
日
・
日
、
第
一
二
八
九
号
）

慰
問
文
書
き
お
へ
て
見
る
秋
景
色

（
福
島
県
旭
校
高
二
男
子
、
十
一
月
十
二
日
・
火
、
第
一
二
九
○
号
）

戦
線
の
ニ
ユ
ー
ス
に
更
く
る
秋
の
夜
半

（
千
葉
県
豊
住
校
高
二
女
子
、
同
前
）

飛
行
機
が
も
の
す
ご
く
飛
ぶ
晴
れ
た
空

（
千
葉
県
竹
岡
校
六
年
女
子
、
十
一
月
二
十
三
日
・
土
、
第
一
三
○
○
号
）

刈
入
れ
を
戦
地
に
知
ら
す
親
心

（
秋
田
県
大
森
校
六
年
女
子
、
十
二
月
四
日
・
水
、
第
一
三
○
九
号
）

秋
の
朝
氏
神
さ
ま
に
鈴
の
音

（
群
馬
県
桃
川
校
高
一
男
子
、
十
二
月
十
一
日
・
水
、
第
一
三
一
五
号
）

霜
踏
ん
で
ラ
ヂ
オ
体
操
声
高
し

（
埼
玉
県
三
俣
校
四
年
男
子
、
十
二
月
十
七
日
・
火
、
第
一
三
二
○
号
）

わ
れ
も
刈
る
献
納
の
草
や
秋
深
し

（
静
岡
県
浦
川
校
高
二
男
子
、
十
二
月
十
八
日
・
水
、
第
一
三
二
一
号
）
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



一
列
に
軍
馬
並
び
行
く
雪
の
原

（
青
森
県
八
戸
市
鮫
校
高
一
男
子
、
十
二
月
二
十
四
日
・
火
、
第
一
三
二
六
号
）

陣
取
り
に
草
む
ら
走
る
決
死
隊

（
千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
高
一
女
子
、
十
二
月
二
十
八
日
・
土
、
第
一
三
三
○
号
）

第
一
句
「
英
霊
よ
」
の
「
御
親
拝
」
は
、「
英
霊
」
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
靖
国
神

社
を
天
皇
が
参
拝
す
る
こ
と
。
こ
の
秋
、「
御
親
拝
」
は
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
第
三

日
の
十
月
十
八
日
で
あ
っ
た
。「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
一
二
六
六
号
）
は
第
一
面
で
、「
英
霊
御
親
拝
の
御
時
間
に
全
国
民
が
揃
つ
て

黙
祷
」
の
記
事
を
掲
げ
た
。

天
皇
陛
下
に
は
、
十
月
十
八
日
畏
く
も
靖
国
神
社
に
御
親
拝
あ
ら
せ
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
御
時
間
午
前
十
時
五
分
に
は
、
一
億
国
民
が
一
せ
い
に
一
分

間
そ
れ
�
�
の
場
所
で
、
護
国
の
英
霊
に
黙
祷
を
さ
ゝ
げ
る
こ
と
に
き
ま
り

ま
し
た
。
全
国
で
は
こ
の
時
刻
を
、
ラ
ヂ
オ
や
サ
イ
レ
ン
や
鐘
で
し
ら
せ
ま

す
。

「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
月
十
九
日
（
第
一
二
七
○
号
）
第
一
面
は
、

「
靖
国
神
社
に
行
幸
啓
あ
ら
せ
ら
れ
た
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
」
の
見
出
し
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
拝
殿
か
ら
出
る
写
真
を
掲
げ
、
関
係
記
事
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
の
は
「
新
祭
神
一
万
四
千
四
百
柱
」
で
あ
っ
た
。
作
品

の
「
英
霊
」
も
「
新
祭
神
」
で
あ
っ
た
か
。

第
二
句
「
十
五
夜
の
」
は
、「
綴
方
」「
詩
」
に
も
現
れ
て
い
た
代
用
食
。
十
五

夜
の
お
団
子
は
、
米
の
粉
で
つ
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
も
節
米
の
影
響

が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

第
三
句
「
青
空
に
」
で
、
児
童
が
目
に
し
た
の
は
降
下
し
て
く
る
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
。
降
下
訓
練
が
児
童
の
視
野
の
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

児
童
の
生
活
圏
と
軍
隊
の
勢
力
圏
と
が
交
差
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

第
四
句
「
日
独
伊
」
の
作
品
は
、「
日
独
伊
」
の
「
三
国
同
盟
」
が
、
昭
和
十
五

年
（
一
九
四
○
）
九
月
二
十
七
日
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
調
印
さ
れ
、
成
立
し
た

こ
と
が
背
景
。「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
九
日
（
第
一
二
五
三

号
）
は
、
ほ
ぼ
第
一
面
全
面
を
使
っ
て
、「
日
独
伊
の
同
盟
成
立
」「
固
い
誓
の
三

国
が

世
界
新
秩
序
建
設
へ

ベ
ル
リ
ン
で
条
約
調
印
」
を
報
じ
た
。
ま
た
、
同

紙
十
月
十
五
日
（
第
一
二
六
七
号
）
第
二
面
で
は
、「
新
日
本
の
叫
び

一
億
総
進

軍
の
誓
ひ

全
国
一
斉
に
示
す
意
気
」
の
見
出
し
で
、「
大
政
翼
賛

三
国
結
盟

国
民
大
会
」
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
た
。

大
東
亜
を
率
ゐ
る
大
日
本
が
、
世
界
新
秩
序
建
設
に
新
し
い
第
一
歩
を
踏

み
出
す
に
当
り
、
一
億
総
進
軍
の
誓
ひ
を
固
め
る
〝
大
政
翼
賛
三
国
結
盟
国

民
大
会
〞
が
、
十
三
日
帝
都
を
は
じ
め
、
全
国
各
府
県
庁
所
在
地
か
ら
朝
鮮
、

台
湾
、
関
東
州
の
外
地
に
い
た
る
ま
で
、
一
せ
い
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

投
稿
児
童
は
秋
田
県
本
荘
校
に
在
籍
し
て
い
た
。
三
国
同
盟
の
祝
い
は
全
国
津
々

浦
々
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

第
五
句
「
秋
晴
れ
や
」
は
、
出
征
兵
士
を
見
送
る
児
童
の
作
品
。

第
七
句
「
戦
線
へ
」
も
、
出
征
兵
士
を
送
る
場
で
の
児
童
の
心
情
を
映
し
た
作

品
で
あ
ろ
う
。「
俳
句
」
に
も
、
出
征
を
見
送
る
児
童
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
六
句
「
大
陸
で
」
の
作
品
に
は
、「
満
蒙
開
拓
少
年
義
勇
軍
」
へ
の
憧
れ
を
誘

う
環
境
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

第
八
句
「
慰
問
文
」
の
作
品
か
ら
は
、「
慰
問
文
」
を
課
さ
れ
て
い
る
児
童
の
姿

が
浮
か
ん
で
く
る
。
児
童
が
目
に
し
た
「
秋
景
色
」
と
は
、
ど
の
様
な
こ
と
で
あ
っ

た
か
。「
内
地
」
の
秋
と
「
戦
地
」
の
秋
。
児
童
は
「
内
地
」
の
秋
を
届
け
よ
う
と

思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
九
句
「
戦
線
の
」
は
、
ラ
ジ
オ
で
の
戦
況
放
送
に
親
身
に
耳
を
傾
け
た
結
果

で
あ
ろ
う
。
秋
の
夜
は
更
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

第
一
○
句
「
飛
行
機
が
」
は
、
航
空
隊
の
訓
練
を
見
た
と
い
う
こ
と
か
。
少
女

は
、
晴
れ
た
空
の
も
と
、
次
々
に
飛
来
す
る
「
飛
行
機
」
を
見
上
げ
て
い
た
。

第
一
一
句
「
刈
入
れ
を
」
の
句
は
、
戦
場
に
い
る
兄
の
心
配
を
晴
ら
す
親
心
を
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思
い
や
る
妹
の
作
品
。「
親
心
」
は
、
刈
り
入
れ
を
心
配
し
な
が
ら
出
征
し
て
行
っ

た
息
子
へ
の
配
慮
だ
。
そ
の
兄
へ
の
「
親
心
」
を
児
童
は
理
解
し
、
共
有
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
。

第
一
二
句
「
秋
の
朝
」
は
、
神
社
へ
の
清
掃
参
拝
を
要
請
さ
れ
て
い
た
児
童
の

作
品
。「
鈴
の
音
」
を
響
か
せ
た
の
は
、
こ
の
児
童
か
。
或
は
、
児
童
は
、
耳
に
し

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
三
句
「
霜
踏
ん
で
」
は
、「
ラ
ヂ
オ
体
操
」
が
、
夏
休
み
だ
け
の
鍛
錬
で
は

な
く
な
っ
て
、
一
年
中
、
鍛
錬
が
課
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

第
一
四
句
「
わ
れ
も
刈
る
」
は
、「
綴
方
」
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、「
愛
国
婦
人

会
」
に
よ
る
献
納
草
刈
り
で
の
体
験
か
。

第
一
五
句
「
一
列
に
」
で
の
「
軍
馬
」
は
、
行
軍
演
習
で
あ
ろ
う
。「
軍
馬
」
は

雪
の
原
を
行
く
訓
練
を
課
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
「
出
征
」
先
は
大
陸
の

「
雪
の
原
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

第
一
六
句
「
陣
取
り
に
」
は
、
戦
争
ご
っ
こ
で
あ
ろ
う
が
、
少
女
は
、「
決
死
隊
」

を
眺
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
員
か
。

以
上
、「
俳
句
」
に
つ
い
て
、
内
容
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
み
え
る
一

六
の
作
品
を
検
討
し
て
き
た
。

内
容
は
、
出
征
に
関
す
る
も
の
が
二
作
品
の
ほ
か
、「
英
霊
」
へ
の
「
御
親
拝
」、

代
用
食
、
三
国
同
盟
、
慰
問
文
作
成
、
氏
神
詣
で
、
献
納
草
刈
り
、
軍
馬
の
調
練

な
ど
、
児
童
の
日
常
で
は
様
々
な
「
戦
時
下
」
が
起
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て

い
る
。

し
か
し
、
こ
の
第
四
四
半
期
、「
俳
句
」
は
二
二
三
作
品
と
、
こ
れ
ま
で
最
多
の

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
み
え
る
作
品
は
、
一
六

作
品
で
あ
り
、
直
前
の
第
三
四
半
期
同
様
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
を
纏
わ

な
い
、
児
童
の
日
常
生
活
に
取
材
し
た
作
品
の
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四

昭
和
十
五
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る
「
書
方
」「
図
画
」
と

こ
の
期
の
概
括

「
書
方
」
を
検
討
す
る
。

「
書
方
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
二
七
九
作
品
。

前
年
、
昭
和
十
四
年
第
一
四
半
期
が
二
一
二
、
第
二
四
半
期
二
二
一
、
第
三
四

半
期
三
〇
〇
、
第
四
四
半
期
三
六
○
、
十
五
年
第
一
四
半
期
が
二
七
七
、
第
二
四

半
期
が
一
六
九
、
第
三
四
半
期
一
九
二
点
。
前
年
第
四
、
第
三
四
半
期
に
次
ぐ
掲

載
数
で
あ
り
、
十
五
年
度
で
は
第
一
四
半
期
と
二
点
差
で
あ
る
が
、
最
多
の
掲
載

数
と
な
っ
た
。

こ
の
二
七
九
作
品
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
が
、「
国
民
進

軍
歌
」
の
「
書
方
」
を
募
集
し
、
そ
の
結
果
が
、
昭
和
十
五
年
十
月
十
三
日
（
第

一
二
六
五
号
）
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

軍
事
保
護
院
、
陸
海
軍
省
選
定
の
わ
が
社
が
募
集
し
た
〝
国
民
進
軍
歌
〞

は
、
今
や
全
国
至
る
と
こ
ろ
で
高
ら
か
に
歌
は
れ
、
勇
ま
し
い
舞
踊
や
体
操

に
も
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
こ
の
歌
の
持
つ
大
切
な
意
義
を
知
つ
て
い
た
ゞ
く
た

め
に
、
愛
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
歌
詞
の
書
方
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
八
千

五
百
余
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
審
査
員
が
厳
選
に
厳
選
を

重
ね
、
次
の
通
り
入
賞
者
が
き
ま
り
ま
し
た
。
い
づ
れ
も
燃
え
る
希
望
の
力

強
い
出
来
ば
え
で
す
。

一
等
八
名
、
二
等
十
六
名
、
三
等
百
六
十
名
が
入
賞
し
、
一
、
二
等
の
二
四
作

品
が
写
真
で
掲
載
さ
れ
た
。

募
集
の
趣
旨
か
ら
、
字
句
は
す
べ
て
「
国
民
進
軍
歌
」
の
一
節
で
あ
る
が
、
一

等
の
八
作
品
は
、
次
の
よ
う
な
字
句
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ヤ
ハ
ア
ケ
ル

（
東
京
市
本
所
区
柳
元
校
一
年
男
子
）

み
く
に
の
た
て

（
山
梨
県
下
和
田
校
二
年
女
子
）

も
え
る
希
望

（
東
京
市
本
所
区
柳
元
校
三
年
女
子
）
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



歸
還
の
勇
士

（
静
岡
県
金
谷
校
四
年
女
子
）

理
想
つ
ら
ぬ
く
進
軍
だ

（
北
海
道
神
威
校
五
年
男
子
）

傷
痍
の
勇
士
背
に
負
う
て

（
東
京
市
本
所
区
駒
本
校
六
年
女
子
）

國
に
捧
げ
た
忠
魂

（
福
島
県
磐
崎
校
高
一
女
子
）

こ
の
陽
こ
の
空
こ
の
光
り
ア
ジ
ヤ
は
明
け
る
嚴
か
に

（
岩
手
県
水
沢
校
高
二
男
子
）

す
な
わ
ち
、
一
年
生
か
ら
高
等
科
二
年
生
ま
で
の
各
学
年
か
ら
一
作
品
ず
つ
一

等
が
選
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
国
民
進
軍
歌
」
募
集
以
外
で
見
ら
れ
た
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
を
反
映

し
た
と
考
え
ら
れ
る
字
句
を
、
以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。

興
せ
組
合
耕
せ
農
土

（
五
点
）

健
康
報
國

（
四
点
）

興
亞
の
日
本
輝
く
健
康

（
三
点
）

サ
テ
戰
ひ
は
こ
れ
か
ら
だ

（
一
点
）

奮
ふ
銃
後
の
一
億
が

（
一
点
）

明
け
る
あ
じ
や

（
一
点
）

以
上
、
六
種
の
字
句
、
一
五
点
で
あ
っ
た
。

因
み
に
、
第
三
四
半
期
は
、
次
ぎ
の
六
種
の
字
句
、
十
五
点
で
あ
っ
た
。

健
康
報
國

（
六
点
）

興
亞
の
日
本
輝
く
健
康

（
四
点
）

聖
戰
へ
民
一
億
の
體
當
り

（
二
点
）

國
家
總
力
戰

（
一
点
）

忠
誠
尊
皇
室

（
一
点
）

も
ら
す
な
光

（
一
点
）

「
健
康
報
國
」
も
「
興
亞
の
日
本
輝
く
健
康
」
も
、
第
三
四
半
期
か
ら
の
字
句
で

あ
り
、
第
四
四
半
期
に
あ
っ
て
は
、「
興
せ
組
合
耕
せ
農
土
」（
五
点
）
の
字
句
が

特
徴
的
と
い
え
る
が
、
掲
載
日
は
異
な
る
も
の
の
、
す
べ
て
秋
田
県
富
根
校
高
等

科
一
年
の
作
品
。

農
業
振
興
食
糧
増
産
の
標
語
で
あ
ろ
う
が
、
組
合
を
興
し
農
土
を
耕
す
べ
き
青

壮
年
は
、
こ
の
第
四
四
半
期
に
お
い
て
も
出
征
し
て
い
っ
た
こ
と
を
、「
短
歌
」
の

項
で
確
認
し
た
。
一
校
か
ら
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
の
で
、
こ
の
標

語
の
流
通
形
態
は
不
詳
で
あ
る
が
、
農
業
振
興
の
掛
け
声
の
有
効
性
は
い
か
が
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
健
康
報
國
」
の
字
句
が
、
第
三
四
半
期
の
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
稿
で
触

れ
た
が
、
こ
の
標
語
は
、「
国
民
心
身
鍛
錬
運
動
」
の
一
環
で
あ
っ
た
「
ラ
ヂ
オ
体

操
」
を
意
味
す
る
も
の
で
、「
ラ
ヂ
オ
体
操
」
は
、「
銃
後
の
健
康
増
進
」
の
標
語

と
関
連
し
、「
銃
後
の
健
康
増
進
」
の
標
語
は
、
昭
和
十
五
年
四
月
八
日
に
公
布
さ

れ
た
「
国
民
体
力
法
」
と
の
関
連
を
推
測
さ
せ
る
と
指
摘
し
て
お
い
た
。

ま
た
、
そ
の
際
、「
興
亞
の
日
本
輝
く
健
康
」
の
字
句
も
、「
健
康
報
國
」
と
連

絡
す
る
標
語
と
考
え
て
お
い
た
。

「
サ
テ
戰
ひ
は
こ
れ
か
ら
だ
」
は
、
昭
和
十
四
年
度
の
国
民
精
神
作
興
に
関
す
る

標
語
で
あ
っ
た
。

「
明
け
る
あ
じ
や
」
は
、「
国
民
進
軍
歌
」
の
一
節
「
ア
ジ
ヤ
は
明
け
る
」
に
よ

る
も
の
と
推
測
で
き
る

時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
を
帯
び
た
字
句
以
外
で
、
五
点
以
上
同
じ
字
句
の

作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

遺
物
國
寶
史
蹟

（
六
年
生
一
○
点
）

い
へ
し
ろ

（
二
年
生
八
点
）

日
本
刀
大
和
魂

（
六
年
生
七
点
）

少
年
よ
大
志
を
抱
け
（
六
年
生
六
点
）

緑
濃
き
椰
子
の
木
陰
（
六
年
生
六
点
）

栗
拾
ひ
た
け
狩

（
五
年
生
六
点
）

正
し
く
つ
よ
く

（
三
年
生
五
点
）

遠
足
田
畠
鳴
子

（
三
年
生
五
点
）

秋
ば
れ
波
の
音

（
三
年
生
五
点
）

深
い
谷
松
か
ぜ

（
三
年
生
五
点
）

高
イ
空
白
イ
雲

（
二
年
生
五
点
）

因
み
に
、
直
前
期
の
第
三
四
半
期
で
は
、
次
の
よ
う
な
字
句
が
五
点
以
上
掲
載
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さ
れ
て
い
た
。

千
鳥
破
風
亂
舞

（
六
年
生
九
点
）

正
し
く
つ
よ
く

（
三
年
生
七
点
）

野
川
え
び
目
�

（
四
年
生
五
点
）

姫
路
城
天
守
閣

（
六
年
生
五
点
）

法
隆
寺
五
重
塔

（
六
年
生
五
点
）

こ
れ
ら
は
、
第
四
四
半
期
で
は
、「
正
し
く
つ
よ
く
」
五
点
、「
野
川
え
び
目
�
」

二
点
、「
姫
路
城
天
守
閣
」
三
点
、「
法
隆
寺
五
重
塔
」
三
点
で
あ
り
、「
千
鳥
破
風

亂
舞
」
の
掲
載
は
無
か
っ
た
。「
正
し
く
つ
よ
く
」
を
は
じ
め
、
全
て
の
字
句
は
減

少
し
、
掲
載
さ
れ
た
傾
向
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
第
三
四
半
期
一
九
二
点
、

第
四
四
半
期
二
二
九
点
と
い
う
掲
載
数
の
差
に
そ
の
原
因
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い

は
児
童
の
投
稿
が
、
学
校
で
の
授
業
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
授
業
の

進
行
に
よ
る
字
句
の
変
化
と
も
推
測
で
き
よ
う
か
。

以
上
、「
書
方
」
を
検
討
し
て
き
た
。
作
品
掲
載
数
は
、
二
七
九
作
品
で
あ
り
、

十
五
年
度
第
一
四
半
期
よ
り
二
作
品
多
い
だ
け
あ
る
が
、
こ
の
年
度
、
最
多
の
掲

載
数
で
あ
っ
た
。

字
句
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
が
見
ら
れ
る
作
品
で
は
、「
国
民
進
軍
歌
」

の
歌
詞
を
字
句
と
し
た
募
集
結
果
の
発
表
を
除
く
と
、
す
べ
て
秋
田
県
富
根
校
高

等
科
一
年
の
作
品
で
あ
っ
た
「
興
せ
組
合
耕
せ
農
土
」
の
掲
載
が
特
徴
的
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、「
健
康
報
國
」
と
「
興
亞
の
日
本
輝
く
健
康
」
の
字
句
が

合
わ
せ
て
七
点
で
あ
り
、
こ
の
第
四
四
半
期
に
お
い
て
も
、
第
三
四
半
期
の
特
徴

を
引
き
継
い
だ
と
い
え
よ
う
。

「
図
画
」
を
検
討
す
る
。

「
図
画
」
の
作
品
掲
載
数
は
、
七
九
点
。

昭
和
十
四
年
第
一
四
半
期
が
八
二
、
第
二
四
半
期
六
九
、
第
三
四
半
期
一
〇
〇
、

第
四
四
半
期
二
七
、
十
五
年
第
一
四
半
期
八
一
、
第
二
四
半
期
五
五
、
第
三
四
半

期
六
四
点
で
あ
り
、
十
四
年
第
三
四
半
期
、
第
一
四
半
期
、
十
五
年
第
一
四
半
期

に
次
ぐ
掲
載
数
で
あ
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
七
九
点
の
作
品
に
お
い
て
絵
柄
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
を
思

わ
せ
る
も
の
は
、
中
国
の
城
の
前
で
歩
哨
に
立
つ
一
人
の
兵
士
を
絵
柄
と
す
る
作

品
、
露
営
地
で
あ
ろ
う
か
日
の
丸
を
立
て
た
複
数
の
三
角
テ
ン
ト
の
絵
柄
、
日
の

丸
を
掲
げ
、
銃
を
肩
に
し
た
兵
士
が
行
進
す
る
絵
柄
の
三
作
品
。

因
み
に
、
十
四
年
第
一
四
半
期
に
は
八
二
点
中
六
、
第
二
四
半
期
に
は
六
九
点

中
五
、
第
三
四
半
期
に
は
一
○
○
点
中
四
、
第
四
四
半
期
に
は
二
七
点
中
○
、
十

五
年
第
一
四
半
期
八
一
点
中
六
、
第
二
四
半
期
は
五
五
点
中
二
、
第
三
四
半
期
は

六
四
点
中
一
、
第
四
四
半
期
は
七
九
点
中
三
点
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
、「
図
画
」
に
あ
っ
て
は
、
絵
柄
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
を
思
わ

せ
る
も
の
は
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
第
四
四
半
期
も
、
第
三
四
半

期
同
様
、
そ
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

七
九
作
品
は
、
絵
柄
不
詳
の
三
点
の
ほ
か
、
人
物
画
九
点
、
静
物
画
一
四
点
の

ほ
か
、
戸
外
で
の
写
生
画
で
あ
り
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
で
あ
っ
た
。

人
物
画
は
、
歩
哨
に
立
つ
兵
士
の
作
品
の
ほ
か
、
少
女
を
対
象
と
し
た
四
点
と

少
年
と
少
女
を
描
い
た
二
点
で
あ
る
。

静
物
画
に
は
、
一
本
の
ビ
ン
と
二
、
三
個
の
果
物
を
描
い
た
も
の
、
花
瓶
と
花

や
果
物
を
描
い
た
も
の
、
菊
の
花
の
作
品
、
咲
い
た
朝
顔
を
描
い
た
も
の
、
カ
ッ

ト
さ
れ
た
ス
イ
カ
を
描
い
た
も
の
の
ほ
か
、
手
提
げ
カ
バ
ン
、
薬
缶
、
開
か
れ
た

書
籍
を
描
い
た
作
品
な
ど
で
あ
っ
た
。

風
景
画
で
は
、
大
き
な
建
物
と
背
後
の
樹
木
を
描
い
た
も
の
、
丘
の
上
の
一
軒

の
家
屋
、
立
木
に
囲
ま
れ
た
サ
イ
ロ
と
一
軒
の
家
屋
を
描
い
た
も
の
な
ど
、
児
童

の
生
活
環
境
に
あ
る
、
見
慣
れ
た
光
景
が
描
か
れ
て
い
た
。

以
上
、「
図
画
」
を
検
討
し
て
き
た
。
直
前
第
三
四
半
期
と
比
べ
て
、
作
品
の
掲

載
数
が
増
加
し
、
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
み
ら
れ
る
絵
柄
も
、
一
点
か
ら

三
点
に
増
加
し
、
そ
の
う
ち
二
点
は
、
写
真
で
も
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
中
国
大

陸
で
の
日
本
軍
の
占
領
を
思
わ
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
。

以
上
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
第
四
四
半
期
の
十
、
十
一
、
十
二
月
の
「
児

童
文
化
」
に
つ
い
て
、
そ
の
位
相
と
展
開
を
検
討
し
て
き
た
。
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）



第
四
四
半
期
を
、
以
下
、
ま
と
め
的
に
概
括
し
て
お
く
。

昭
和
十
五
年
に
お
い
て
、
内
容
に
時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
を
反
映
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
作
品
の
掲
載
は
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

第
一
四
半
期

「
綴
方
」
で
は
、
六
二
作
品
の
う
ち
一
三
作
品
（
約
二
○
・
九
％
）。

「
詩
」
で
は
、
八
四
作
品
の
う
ち
一
○
作
品
（
約
一
一
・
九
％
）。

「
短
歌
」
で
は
、
六
○
作
品
の
う
ち
二
三
作
品
（
約
三
八
・
三
％
）。

「
俳
句
」
で
は
、
九
八
作
品
の
う
ち
一
九
作
品
（
約
一
九
・
三
％
）。

「
書
方
」
で
は
、
二
七
七
作
品
の
う
ち
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
の
六
○
作
品
を
除

い
て
一
二
種
の
字
句
一
九
作
品
（
八
・
七
％
）。

「
図
画
」
で
は
、
八
一
作
品
の
う
ち
六
作
品
（
約
七
・
四
％
）。

第
二
四
半
期

「
綴
方
」
で
は
、
七
七
作
品
の
う
ち
一
四
作
品
（
約
一
八
・
一
％
）。

「
詩
」
で
は
、
七
五
作
品
の
う
ち
五
作
品
（
約
六
・
六
％
）。

「
短
歌
」
で
は
、
三
○
作
品
の
う
ち
三
作
品
（
一
○
・
○
％
）。

「
俳
句
」
で
は
、
九
八
作
品
の
う
ち
一
五
作
品
（
約
一
五
・
三
％
）。

「
書
方
」
で
は
、
一
六
九
作
品
の
う
ち
七
種
の
字
句
一
○
作
品
（
約
五
・
九
％
）。

「
図
画
」
で
は
、
五
五
作
品
の
う
ち
二
作
品
（
約
三
・
六
％
）。

第
三
四
半
期

「
綴
方
」
で
は
、
八
二
作
品
の
う
ち
一
一
作
品
（
約
一
三
・
四
％
）。

「
詩
」
で
は
、
八
八
作
品
の
う
ち
六
作
品
（
約
六
・
八
％
）。

「
短
歌
」
で
は
、
八
一
作
品
の
う
ち
一
六
作
品
（
約
一
九
・
七
％
）。

「
俳
句
」
で
は
、
一
三
七
作
品
の
う
ち
一
四
作
品
（
約
一
○
・
二
％
）。

「
書
方
」
で
は
、
一
九
二
作
品
の
う
ち
六
種
の
字
句
一
五
作
品
（
約
七
・
八
％
）。

「
図
画
」
で
は
、
六
四
作
品
の
う
ち
一
作
品
（
約
一
・
五
％
）。

第
四
四
半
期

「
綴
方
」
で
は
、
九
二
作
品
中
二
三
作
品
（
二
五
・
○
％
）。

「
詩
」
で
は
、
一
○
一
作
品
の
う
ち
一
四
作
品
（
約
一
三
・
八
％
）。

「
短
歌
」
で
は
、
一
五
二
作
品
の
う
ち
四
〇
作
品
（
約
二
六
・
三
％
）。

「
俳
句
」
で
は
、
二
二
三
作
品
の
う
ち
一
六
作
品
（
約
七
・
一
％
）

「
書
方
」
で
は
、
二
七
九
作
品
の
う
ち
「
国
民
進
軍
歌
」
の
二
四
作
品
を
除
い
て

六
種
の
字
句
一
五
作
品
（
約
五
・
八
％
）。

「
図
画
」
で
は
、
七
九
作
品
の
う
ち
三
作
品
（
約
三
・
七
％
）。

以
上
を
視
野
に
、
掲
載
数
に
対
す
る
「
戦
時
下
」
色
を
持
っ
た
作
品
に
つ
い
て
、

十
五
年
度
の
各
ジ
ャ
ン
ル
を
概
括
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
綴
方
」
は
、
第
一
四
半
期
六
二
作
品
中
一
三
（
約
二
○
・
九
％
）、
第
二
四
半

期
七
七
作
品
中
一
四
（
約
一
八
・
一
％
）、
第
三
四
半
期
八
二
作
品
中
一
一
（
約
一

三
・
四
％
）、
第
四
四
半
期
九
二
作
品
中
二
三
（
二
五
・
○
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

年
、
第
一
四
半
期
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
掲
載
率
が
第
四
四
半
期
で
は
反
転
し
、

年
度
に
お
い
て
最
多
と
な
り
、
十
四
年
度
も
含
め
て
最
も
多
い
掲
載
と
な
っ
た
。

「
詩
」
は
、
十
五
年
第
一
四
半
期
八
四
作
品
中
一
○
（
約
一
一
・
九
％
）、
第
二

四
半
期
七
五
作
品
中
五
（
約
六
・
六
％
）、
第
三
四
半
期
八
八
作
品
中
六
（
約
六
・

八
％
）、
第
四
四
半
期
一
○
一
作
品
中
一
四
（
約
一
三
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。
第
四

四
半
期
は
掲
載
数
も
年
度
の
最
多
で
あ
り
、「
戦
時
下
」
色
作
品
の
掲
載
数
・
率
で

も
最
も
多
く
な
り
、「
綴
方
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
位
相
を
見
せ
た
と
い
え
る
。

「
短
歌
」
は
、
第
一
四
半
期
六
○
作
品
中
二
三
（
約
三
八
・
三
％
）、
第
二
四
半

期
三
○
作
品
中
三
（
一
○
・
○
％
）、
第
三
四
半
期
八
一
作
品
中
一
六
（
約
一
九
・

七
％
）、
第
四
四
半
期
一
五
二
作
品
中
四
〇
（
約
二
六
・
三
％
）
で
あ
っ
た
。「
戦

時
下
」
色
を
帯
び
た
作
品
の
掲
載
率
は
、
第
一
四
半
期
が
ほ
ぼ
四
割
と
、
非
常
な

高
率
で
あ
り
、
第
四
四
半
期
が
そ
れ
に
続
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
俳
句
」
は
、
第
一
四
半
期
九
八
作
品
中
一
九
（
約
一
九
・
三
％
）、
第
二
四
半

期
九
八
作
品
中
一
五
（
約
一
五
・
三
％
）、
第
三
四
半
期
一
三
七
作
品
中
一
四
（
約

一
○
・
二
％
）、
第
四
四
半
期
二
二
三
作
品
中
一
六
（
約
七
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。

掲
載
数
が
、
第
三
、
四
四
半
期
と
増
加
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
戦
時
下
」
色

を
帯
び
た
作
品
の
掲
載
率
は
、
第
一
四
半
期
か
ら
の
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

「
書
方
」
は
、
第
一
四
半
期
二
七
七
作
品
か
ら
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
の
六
○
作

品
を
の
ぞ
い
た
二
一
七
作
品
中
一
二
種
の
字
句
一
九
（
八
・
七
％
）、
第
二
四
半
期

（ ）９６―９６―



一
六
九
作
品
中
七
種
の
字
句
一
○
（
約
五
・
九
％
）、
第
三
四
半
期
一
九
二
作
品
中

六
種
の
字
句
一
五
作
品
（
約
七
・
八
％
）、
第
四
四
半
期
二
七
九
作
品
か
ら
「
国
民

進
軍
歌
」
の
二
四
作
品
を
除
い
た
二
五
五
作
品
中
六
種
一
五
（
約
五
・
八
％
）
で

あ
っ
た
。
第
四
四
半
期
は
、
募
集
作
品
を
除
く
と
、
年
度
最
多
の
掲
載
数
で
あ
っ

た
が
、「
戦
時
下
」
色
を
帯
び
た
作
品
の
掲
載
率
は
、
年
度
に
お
い
て
最
も
低
く
な
っ

た
。
ま
た
、
年
度
中
を
み
て
も
、「
書
方
」
に
お
け
る
最
高
掲
載
率
は
八
・
七
％
で

あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
掲
載
率
が
高
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

「
図
画
」
は
、
十
五
年
第
一
四
半
期
八
一
作
品
中
六
作
品
（
約
七
・
四
％
）、
第

二
四
半
期
五
五
作
品
中
二
作
品
（
約
三
・
六
％
）、
第
三
四
半
期
六
四
作
品
中
一

（
約
一
・
五
％
）、
第
四
四
半
期
七
九
作
品
中
三
（
約
三
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。「
図

画
」
に
あ
っ
て
は
、
第
一
四
半
期
の
七
・
四
％
を
最
高
率
と
し
、「
書
方
」
以
上
に

「
戦
時
下
」
色
を
帯
び
た
作
品
の
掲
載
数
・
率
が
低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
総
括
す
れ
ば
、
総
掲
載
数
に
お
い
て
、
第
四
四
半
期
は
、「
綴
方
」、「
詩
」

「
短
歌
」「
俳
句
」「
書
方
」
が
十
五
年
度
で
最
多
と
な
り
、「
図
画
」
に
あ
っ
て
も

最
多
掲
載
数
と
僅
か
に
二
作
品
少
な
い
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
四
四
半
期
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
最
多
の
掲
載
数
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
そ

の
理
由
は
不
詳
。

時
局
柄
或
は
「
戦
時
下
」
色
の
見
ら
れ
る
作
品
の
掲
載
作
品
に
対
す
る
比
率
で

は
、
第
四
四
半
期
は
、「
綴
方
」
二
五
％
、「
詩
」
一
三
・
八
％
と
最
高
率
で
あ
っ

た
が
、「
短
歌
」
は
第
一
四
半
期
の
約
三
八
・
三
％
に
次
ぐ
約
二
六
・
三
％
、「
俳

句
」
は
、
約
七
・
一
％
で
年
度
に
お
い
て
最
低
率
、「
書
方
」
は
約
五
・
八
％
、「
図

画
」
は
、
第
二
四
半
期
の
約
三
・
六
％
に
次
ぐ
約
三
・
七
％
で
、
年
度
二
番
目
の

低
さ
あ
っ
た
。「
綴
方
」「
詩
」「
短
歌
」
に
多
く
見
ら
れ
、「
俳
句
」「
書
方
」「
図

画
」
に
は
比
率
的
に
多
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、「
綴
方
」
に
見
ら
れ
た
「
防
空
演
習
」、「
短
歌
」

に
見
ら
れ
た
「
出
征
」
に
関
す
る
作
品
の
多
さ
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
第
四
半
期

の
作
品
背
景
に
は
、
児
童
に
と
っ
て
「
戦
時
下
」
が
体
験
的
に
日
常
化
し
つ
つ
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

こ
の
第
四
四
半
期
、「
新
体
制
運
動
」
は
、「
大
政
翼
賛
会
」
に
向
か
い
、
そ
の

発
会
式
が
十
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
動
向
に
沿
っ
た
児
童
の
作
品
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
児
童
ら
に
こ
う
し
た
政
治
状
況
が
影
響
を
及
ぼ
す
ま
で
に
至
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
〇
〇
六
・
一
二
・
四
）

―９７―（ ）９７

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
二
）


